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上田健太郎

は じ め に 

早い も の で 三原 郡 4 町 が 合併 し 、 南あわじ 市 が 誕生 し て 3 年 が 経ち まし た 。 

合併 後 も 男 場 整備 事業 な ど 大 規模 開発 の 波 は 留まる こと な く 、 お むしろ 増加 傾向 に あり 、 埋 蔵 文化 財 を 

含め た 文化 財 行政 に と っ て 、 非 常に 厳し い 状況 が 取り 巻い て お り ま す 。 し か し その 一 方 で 、 発 掘 調査 か 

ら 得 られ た 新た な 知見 の 増加 に より 、 古 代 に お いて 淡路 国 の 国府 が 置か れ た 南あわじ 市 の 重要 性 、 ま た 

他 の 時 代 に お いて も 非常 に 興味 深い 地域 で ある こと が 益々 明らか に な りつ つ あ る こと は 、 当 市 の 文化 財 

行政 に と っ て 非常 に 豆 ば し いこ と と 言え ます 。 

この 開発 事業 に 伴う 発掘 調査 か ら 得 られ た 資料 は 、 我 々 の 祖先 の 営み を 探る と 同時 に ふる さと 淡路 を 

知る 資料 に な り 、 人 今後 後世 に 継承 し て いく こと が 、 現 代 社会 に 生き る 我々 の 重要 な 商務 と 認識 し て お り 

ます 。 

今回 年 報 と いう 形 で 不 十分 さき も ある と は 思い ます が 、 今 後 も さら な る 色 力 に より 本 市 の 文化 財 保護 と 

理解 に 努め て いく 所 存 で す の で 、 ご 支援 賜り ます よう よろ し く お 願 いし ます 。 

最後 に な り ま し た が 、 本 書 を 作成 する に あたり 、 ご 指導 ご 協力 いた だ いた 方 々 に 対し 、 心 より お 礼 申 

し 上 げ ま す 。 

南あわじ 市 教育 委員 会 

例 回 

1. 本 書 は 、 緑 町 ・ 西 淡 町 ・ 三 原町 ・ 南 淡 町 の 旧 三原 郡 4 町 に お いて 、2000 (平成 1 の へ 2004 (平成 16) 

年 度 に 実施 し た 、 埋 蔵 文 化 財 発掘 調査 の 記録 で ある 。 三 原 郡 4 町 は 平成 17 年 1 月 11 日 に 合併 し 南 あ わ 

じ 市 と な っ た が 、 便 宜 上 本 書 で は 旧 町 名 を 用 いる 。 

2. 発掘 調査 は 、 三 原 郡 4 町 の 各 町 教育 委員 会 を 調査 主体 と し て 実施 し た 。 調査 は 三原 郡 広域 事務 組合 

教育 委員 会 の 坂口 弘 貢 ・ 山 崎 裕司 ・ 定 松 佳 重 ・ 的 崎 薫 ・ 谷 口 欄 ( 現 丸 晶 市 教育 委員 会 ) が 担当 し た 。 

3. 出土 遺物 の 整理 作業 は 、 宇 治田 力 ・ 垣 脇 美奈 子 ・ 新 崎 都 ・ 豊 田 亜希 子 ・ 初 田 典 代 ・ 濱 本 善 美 ・ 細 川 

光代 ・ 要 本 早苗 ・ 山 田 い ずみ が 行っ た 。 

4 . 本 書 の 編集 は 、 南 あわ じ 市 教育 委員 会 の 山崎 ・ 坂 口 が 行っ た 。 執筆 ・ レ イア ウト は 文末 に 記し て い 

る 。 調査 担 当 者 に つい て は 、 調 査 一 覧 表 に 記す 。 

5. 各 遺 跡 の 発掘 調査 お よび 本 書 作 成 に あたっ て は 、 多 く の 方 々  の ご 協力 と ご 指導 を いた だ いた 。 こ こ 

に 記し て 深く 感謝 の 意 を 表す る (敬称 略 )。 

青木 美香 ・ 伊 藤 宏幸 ・ 浦 上 雅史 ・ 柏 原 正 民 ・ 篠 宮上 正 ・ 乏 香 寿 人 ・ 嶋 谷 和 上 彦 ・ 中 村 俊 夫 ・ 中 村 弘 ・ 

西口 和彦 ・ 共 田 哲郎 ・ 深 井 明 比 古 ・ 藤 田 淳 ・ 有 藤原 学 ・ 三 辻 利 一 ・ 村 本 豊 ・ 森 秀夫 ・ 森 内 秀 造 ・ 

森岡 秀 人 ・ 森 下 大 輔 ・ 森 永 速 男 ・ 山 中 敏史 ・ 山 本 誠 ・ 渡 辺 昇 ・ 京 都 府 立 大 学 考古 学研 究 室 ・ 富 山大 学 

考古 学研 究 室 ・ 上 田 健太 郎 
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第 1 章 三原 郡 内 埋蔵 文化 財 事 業 の 動向 

第 1 節 発掘 調査 の 動向 

ここ で は 、 平成 12 (2000) 年 度 か ら 平 成 16 (2004) 年 度 に か け て の 発掘 調査 の 状況 を 見 て みる 。 

半 細 は 第 2 章 に 譲る と し て 、 試 掘 ・ 確 認 ・ 本 発掘 調査 を 合わ せ た 各 年 度 の 発掘 調査 量 は 、 平 成 12 年 度 が 

6,182.7 放 、 平 成 18 年 度 が 4.444.6 再 、 平 成 14 年 度 が 10.052.3 再 、 平 成 15 年 度 が 9.821.9 再 、 平 成 16 年 度 が 

4.716.3 豆 と な り 、4.000 責 へ 10.000T の 発掘 調査 を 行っ て きた こと が わか る 。 発掘 調査 量 が 減少 し た 平 

成 16 年 度 は 三原 郡 4 町 が 合併 し た 年 度 で 、 一 時 的 に 開発 量 が 減少 し た も の と 想定 され る 。 発 掘 調査 量 が 

増加 し た 平成 14・15 年 度 に は 臨時 の 調査 員 及 び 補 助 員 な ど 、 了 臨時 職員 の 増員 に より 事業 に 対応 し て きた 。 

各 調査 は 、 こ れ ま で 同様 に 男 場 整備 事業 が 主たる 原因 で ある 。 県営 画 場 整備 事業 で は 、 三 原町 で これ 

まで の 継続 事業 で ある 榎 列 幡多 地区 や 平成 12 年 度 よ り 神 代 南 地区 、 団 体 営 画 場 整 備 事業 で は 八木 の 笑 原 ・ 

野原 地区 な ど で も 新た に 事業 が 始ま っ た 。 こ れ ら の 地区 で は 、 こ れ ま で ほとん ど 遺 跡 の 状況 が 把握 で き 

て いな か っ た が 、 調 査 の 進行 と と も に 新た な 知見 を 得る こと に な り 、 今後 の 資料 整理 が 課題 と な ろう 。 

また 新た に 始ま っ た 下水 道 事 業 に 伴う 嫁 ヶ 渕 遣 跡 や 淡路 国分 尼寺 の 調査 で は 、 淡 路 を 代表 する 官 衛 遺 跡 

の 確認 や 寺 域 が 推測 で きる 資料 な ど 、 そ れ ぞ れ 大 き な 成 果 を 得 た 。 

な お 平成 17 年 1 月 11 日 の 緑 ・ 西 溢 ・ 三 原 ・ 南 淡 4 町 の 合併 に 伴い 、 三 原 郡 広域 事務 組合 で 行っ て きた 

埋蔵 文化 財 調 査 は 、 南あわじ 市 教育 委員 会 管轄 の も と 南あわじ 市 埋蔵 文化 財 事 務 所 が 行う よう に な っ た 。 

ロ
ミ
 

りり 。 噴 () 
(分 布 調査 除く 

2000 平成 12) 年 度 | 91.91 5, 140.7 6, 182.7 

2001( 平 成 18) 年 度 243.6 3, 192.6 4, 444. 6 

2002( 平 成 14) 年 度 18.4 . 8, 428.4 10, 052. 3 

2003 (平成 15) 年 度 49.3 ・ 7, 866.5 9,.821.9 

成 16) 年 度 | 60.8 3, 883.3 4, 716.3 

分 布 調査 (ha) 本 発掘 調査 (m) 

| _ ご 和信 に 抽 

ー 金 一 分 布 調 査 

発掘 調査 量 の 推移 2 職員 数 の 推移



第 2 人 節 整理 ・ 普 及 活動 の 動向 

平成 7 年 7 月 か ら 阪神 淡路 大 震 災 を 契機 に 仮設 事務 所 で 業務 を 行っ て いた が 、 平 成 15 年 10 月 より 三原 

町 神代 国 衛 に あっ た 旧 三 原町 ・ 南 淡 町 学校 給食 セン ター の 建物 を 改築 し 、 業 務 を 行う よう に な っ た 。 を そ 

れ ま で 各 町 教育 委員 会 で 保管 し て いた 出土 遺物 も 一 括 保管 する よう に な り 、 作 業 ス ペー ス の 面 や 遺物 の 

把握 に 関し て 作業 が 円 滑 に 進む よう に な っ た 。 

これ まで 課題 で あっ た 啓蒙 ・ 普 及 活動 に つい て は 、 平 成 14・15 年 度 に は 官 衝 遣 跡 で ある 嫁 ヶ 渕 遺 跡 や 

淡路 国分 寺 の 瓦 窯 で ある 国分 遺跡 の 現地 説明 会 を 実施 し た 。 ま た 平成 18 へ 15 年 度 に は 、 郡 内 の 図書 館 や 

資料 館 を 利用 し て テー マ を 決め 、 継 続 的 に 展示 会 を 行う こと が で きた 。 

さら に は 、 平 成 10 年 より 兵庫 県 下 で 実施 され て いる トラ イ や る ・ ウ ィ ー ク の 受け 入れ を し 、 毎 年 生徒 

た ち が 現 場 や 内 業 作業 を 行っ た 。 

三原 町 教育 委員 会 で は ゆとり 教育 の 一 環 と し て 「100 円 塾 」 を 開き 、 そ の 1 つと し て 広域 事務 組合 と 

協力 し て 勾玉 作り や 上 鐘 作り を 実施 し た 。 

以上 、 本 5 ヶ年 は これ まで に な い 活 動 も 織り 交ぜ つつ 、 業 務 に 取り 組ん で きた 結果 、 わ ず か ずつ で あ 

る が 、 埋 蔵 文化 財 に 対す る 理解 は 高まり つつ ある よう に 感じ られ る 。 (坂口 ) 

年 月 日 名 称 

成 13 年 9 月 11 日 11 月 4 ※ 回 5 墳 時 代 の みはら 

平成 14 年 9 月 21 日 10 月 19 い ! 世 の みはら 

成 15 年 2 月 11 日 状 淡 上 嫁 ヶ 渕 遺跡 ・ ム ーーC 地 区 

平成 15 年 4 月 20 日 淡 町 嫁 ヶ 渕 遺跡 ・Dー へ EE 地区 

平成 15 年 9 月 6 日 三原 町 国分 遺跡 

平成 16 年 2 月 3 日 へ 22 日 

3 月 2 日 14 日 

成 17 年 1 月 10 日 原 国分 遺跡 発掘 調査 報告 書 

古代 の みはら 

年 月 日 

成 12 年 5 月 29 日 6 月 2 

成 13 年 5 月 21 日 25 日 

平成 14 年 5 月 20 日 24 日 

平成 15 年 5 月 12 日 16 日 

平成 16 年 5 月 381 日 へ 6 月 4 日 

トラ イ や る ウィ ー ク 受け 入れ 一 覧
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挟 (本 庄 佐野 地 | 1 | 

南 淡 町 | 賀集 | 八幡 北 | 測量 | 坂 

浸 旧 

信 野 地 南 淡 

本 

す 

こ 

南 淡 町 | 賀集 

1 ミラ 
良 総合 整備 事業 ( 神 | 二 

緑町 

ーー ミラ 

ーー ミッ 

ニニ 

| 三原 町 | 榎 勿 
記 喘 

( 由 

名 

上 同 奈 

ほ 業 

事 遂 

業 $ ぷ 

ポ 

ーー 

山 平 い 

串 よ 

m 癌 

持 衣 ほけ 
用 

業 (本 

kk (長田 地区 処理 施 | 

総合 整備 事業 ( 神 

過 改良 総合 整備 

地 改 良 総合 整備 事業 

進 事 業 (野原 地区 ) 

(生子 地区 ) 

則 

地 改 良 総合 整備 事業 ( 神 

季 改 良 総合 整備 事業 ( 神 

区 ) 

代 南 地 区 ) 

土地 改良 総合 整備 事業 ( 幡 
区 

土地 改 
地区 ) 

盤 整備 促進 事業 (本 

区 ) 

地 

県 党 
多 地 

団体 党 

盤 整備 促進 事業 ( 笑 原 地区 ) 

盤 整備 促進 事業 (中 筋 ・ 脇 地 

) 

盤 整備 促進 

堂 ノ 向 企業 誘致 敷地 造成 事業 | 緑町 

本 
地 

汚水 処理 施設 ( 志 知 地区 ) 建設 

町 道 入 田 お の ころ 線 道路 改良 

基盤 整備 促進 事業 (野原 地区 ) 

『 道 榎 列 111 号 線 道路 改良 事業 

基盤 整備 促進 事業 (野原 地区 ) 

基盤 整備 促進 事業 ( 笑 原 地区 

困 道 国分 善光寺 線 道 路 改 良 

『 道 幡多 山 線 道路 改良 

県 営 土地 改良 総合 束 

ショ ッ ピ ング セン タ 

壮 
に 

県 党 
人 南 

県 営 
代 南 

ンマ 

多 

基 

県 営 

竹 

基 

時 盤 整備 促進 

1 

2 

4 

5 

7 N 

8 

9 

11| 町 道 榎 列 111 号 線 道 路 改 

10| 基 盤 整備



遺構 未確認 。 遺物 ・ 

・ 須 恵 穴 採集 。 土師 突 

遺物 ・ 遺 構 示 確認 。 

中 期 の 土器 、 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 確 

白 磁 ・ サ ヌカ イト 採集 。 

世 

記 ミニ Oo 器 だ まり 確 き 

認 。 中 な 訂 史 的 遺構 未 確 

後期 の 土器 ・ 鎌 倉 ・ 室 町 の 遺構 
確認 。 

月 

訪 
To』 

弥生 時 代 の 遺物 包含 層 確 認 。 

安 時 代 の 建物 確認 。 

土師 質 土器 採集 。 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 。 

・ 遺 物 未 確認 。 
時 代 の 遺物 包含 層 確 認 。 

- 玉 と 土師 質 土器 片 出土 。 

・ 和 須恵 記 ・ 石 久 採 集 。 汁 谷 宗 跡 

噴 時 代 の 土器 だ まり 。 中 世 の 柱 穴 等 。 

平安 時 代 ー 中 世 の 遺 構 確認 。 

部 
7o 

ロロ 

[加計 ・ 演 尋 ・ た 還 散 法 。 活 仁 ペ へ 

周辺 須恵 肉 大 量 。 

3. 4.16| 遺物 散 布 希薄 。 

6. 

3. 6.18 須恵 器 ・ 

26 平安 時 代 後半 の 遺構 確認 。 

3.7. 2 

・7. 4 遺構 ・ 遺 物 未 確認 3 
10 

・ 枯 区 生 時代 後 終 末期 の 

3.7.31 室 町 時 代 の 遺構 確認 。 

.10 9 

中 すり 近 世 の 遺 構 確認 。 

2 10. 

0.24| 遺 構 

引か 

. 7 

3. 

7 

明記 町 時 代 の 遺跡 。 寺 院 関連 。 3 
12. 

.4 | 採 
2.13| 古 墳 時 代 の 遺物 包含 層 確 認 。 

2.15| 土 師 質 土器 ・ 須 恵 器 ・ 石 鍼 採集 。 

2.18| 遺物 未 採集 。 

2.18 土師 

2.19 土師 質 土器 ・ 須 恵 突 採集 。 

4 

13. 5. 

80 | 遺構 未確認 。 
エー 

H13. 6.11 弥 
りお 

ー7.12 ノ | 室町 時 代 の 遺構 確認 。 
コー の に 

7.3081 | 

4 

3 
31 

H13. 7.30| 明 

13.8. 2 と 

13. 9. 3 中 ・ 近 世 の 寺 院 関連 遺跡 。 建 物 4 棟 確 

13. 
13.10. 9 遺構 ・ 遺 物 未 確認 。 
ロー] 

へ 12 

HI0.19 遺構 ・ 遺 物 未 確認 。 

日 13.10.25| 弥生 
エー 

HH13.12.18 
26 

し Po 

日 14 

へ 3 

日 14. 

エー 

日 14. 
へ 3.4 

H14. 

ーー 

ヘー 

F 
ーー 

ーー 

お の ころ 島 

分 B 

唐草 

生 ヶ 坂 

生 ヶ 坂 

国分 

唐草 

生 ヶ 坂 

唐草 

国分 

お の ころ 島 

お の ころ 伺 旧 14. 

か ・ 

滞 

合 ・ 

松 

E 松 | 辻 ノ 内 

vsy 四 圧計 os 上 | お wo いな 

| 崎 | 虎杖 久保 

| 崎 

> 

評 
可 

的 

山崎 

ミー 

ぶ 

的 

| 

定 松 | 木戸 原 

。 微 高地 上 に ー。 土師 器 ・ 須 貞 器 ・ 瓦 器 採 Hi4 2 因 に 多い 堂 ノ 上 

分 布 _」 的 崎 

分 布 | 坂 

確認 

確認 

確認 

本 発掘 山 剛 

確認 | 的 崎 | 唐草 

間 

確認 

マロ 

2001 (平成 13) 年 度 

剛 徳永 

下 幡 多 | 確認 

賀集 

: "| 確 認 家 確認 

・ 

浦 壁 

志 知 

賀集 

下 幡 多 | 本 発掘 

生子 | 確認 

早 

季 田 南 | 確 認 | 坂口 

幡多 | 本 発掘 | 山崎 

新 

下 幡多 | 確認 

| 瀬 | 分 布 立 

マ で 

貞夫 

榎 列 

神代 | 浦 壁 | 本 発掘 

神代 | 社 家 | 本 発掘 | 山 
ん 

神代 | 浦 壁 | 確認 | 坂 ヒ 

広田 _」 広 田上 | 分 布 _| 定 

| 榎 列 

原町 | 榎 列 

: 原 町 | 八木 | 新庄 

緑 

三原 町 市 

南 淡 

原町 | 八木 | 国分 | 確認 | 坂口 

三原 町 | 神代 | 

< 原町 | 八木 | 国分 | 本 発 指 

県 

南 淡 町 | 賀集 

三原 町 八木 | 新庄 

ーー 

ーー 

5 

原町 神代”」 社 家 | 本 発掘 

原町 | 八木 | 国 分 | 確認 | 坂 

原町 | 榎 列 

緑町 

ーー 

南 淡 

三原 町 | 神代 | 黒 道 | 分 布 | 的 崎 | 汁 谷 窯 跡 

南 淡 町 | 賀集 

業 (難波 地区 ) に 

ド 宅 地 閣 成 (民間 ) 
困 道 常 高 線 ・ 横 竹 線 道路 改良 事 

所 

事業 ( 笑 原 地区 ) 

業 

分 

基盤 整備 促進 

県 営 土地 改良 総合 整備 事業 ( 贈 

( 仮 ) 南 淡 町 診療 所 建設 事業 

地 改 良 総合 整備 事業 ( 神 

仁 放 事業 西 淡 町 | 志 知 

詩 業 (生子 地区 ) 促進 
は 
用 

地区 )| 南 淡 町 賀集 

# 業 ( 笑 原 地区 出 平 

総合 整備 事業 ( 神 |- 

づる は 線 道 中 改良 

業 

( 笑 原 地区 ) 業 

・ お の ころ 線 道 路 改 

( 

地 改 良 総合 整備 事業 (市 | 二 点 m 上 

区 ) 
所 

ショ ッ ピ ング セン ター 

県 営 
代 南 

盤 整 

- 地 改良 総合 整備 事業 

道上 田 ・ ゆ づる は 線 道路 改良 | 二 店 串間 作家 
ほ 業 

盤 整備 促進 ョ 

基盤 整備 促進 事業 (野原 地区 ) 

枯 

代 南 地区 ) 

「 道 賀集 72 号 線 道 路 改 良 事業 _| 南 淡 町 | 輌 集 |」 八 幡 東 | 分 布 
[ 道 賀 集 72 号 線 道 路 改良 事業 |」 南 次 町 | 賀集 | 八幡 東 | 確認 | 坂口 

道 格 田 南 本 線 道 路 改 良 事 業 | 南 淡 

泉 境 保全 公共 下水 道 (次 集 

晃 列 ・ 信 文 地区 公民 館 ・ 榎 列 地 

困 道 福良 北 阿 万 線 歩 道 設置 事業 | 南 淡 還 

蔵 

県 営 土 地 改良 総合 整備 事業 ( 神 | 二 

基盤 整備 促進 事業 (生子 [ 

農 免 道路 関連 宅地 造成 事 

県 営 土 地 改 良 総合 整備 事業 (大 

西 地 区 

一 般 廃 識 物 処理 施設 整備 (上 野 ・ 

処理 区 終末 処理 場 建設 

回 

12 | 基盤 整備 促進 

13 

10| 基盤 整 備 促 進 事 業 (野原 地区 ) 

14| 県 党 

15 

18| 基 盤 整備 促進 事 

地頭 方 分布 | 的 崎 三原 町 | 神代 

[ 道 杭 田 南 本 線 道 路 改良 事 



平安 時 代 一 中 世 の 建 物 確 認 。 

し た が 遺構 は 未確認 。 ニー 
LU f 

な か っ た 。 社 家 地 区 は 中 世 ・ 弥 生 の 遺構 ・ 
認 。 栗原 地区 は 中 世 の 遺 物 確認 。 中 

中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 

時 代 後 へ 終末 期 包 含 層 、 中 世 の 遺 

・ 奈 良 ・ 平 安 ・ 

圧 

浦 壁 地区 は 明確 な 歴史 的 遺構 は 検出 し 

遺物 確 

構 面 確認 。 

To 部 到 。 選 や 洪 王 

初期 業 原 城 関連 遺 跡 。 

認 。 弥 生 時 代 中 期 の 包含 層 

と so 

器 多 数 。 弥 生 時 代 中 期 

遺構 ・ 遺 物 未確認 。 

遺構 ・ 遺 物 未 確 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 。 

ミ 妨 We】 

の 遺構 面 確 認 。 

遺物 わずか に 含ま れる が 遺構 は 未確認 。 

o ・ 西 採集 恵 器 ・ サ ヌカ イト 土師 器 ・ 須 

14. 6.12 近世 の 窯 跡 が 近辺 に 存在 する 可能 性 あ 

4. 6.12 

14.8.9 へ | 弥生 中 期中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 確 認 。 有 
5.1.21 | 条 式 平 夫 検出 。 

4 8.20 弥生 時 代 中 期 前 葉 の 集落 と 奈良 時 代 前 

4.9.18| 弥生 時 代 後 一 終 未 期 の 土器 だ まり 。 奈 

14.10.10| 灰 原 部 分 確 

4.10.22 

14.10.28 

4.11.11| 遺構 ・ 遺 物 未確認 。 

4.12.10| 灰 原 部 分 出 ゴ 

15. 2. 7| 遺物 未 採集 。 

5.3.10 

3.17| 遺物 未 採集 。 15. 

エロ エー] 
4.10 

H14. 4.24| 遺物 わずか に 出土 し た が 遺構 は 未確認 。 

H14. 4.19 土師 質 土 器 ・ 須 恵 喘 採集 。 

114. 6. 引 遺 物 わ ず か * 

ー7.11 

日 14. 6.17| 弥 
ー7.1 

ー7.22 __ | 確認 。 

日 14. 6.18 古代 と 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 確認 。 製 塩 圭 
26 

H14. 7. 雪 平安 時 代 頃 の 遺物 確認 。 

114. 8. 7| 遺構 ・ 遺 物 未 確認 。 

HH14. 8.19 
へ 9.20 

放線 生 中 期末 ・ 鎌 倉 期 の 遺構 ・ 遺 物 確認 。 

H15. 5.29 の 

へ 10.22 | 良 ・ 室 町 時 代 の 遺構 面 確 認 。 

10.25 | 確認 。 

ーー 

し 

日 14.10.24 
25 

日 14.10.31| 中 世 後 半 の 遺構 面 と その 下 に 時 代 不 明 

30 

へ 11.6 

へ H15.3.13| の 遺構 確 

H15. 2. 4 
5 

H15. 2. 7| 遺 物 未 採集 。 

エー 

・ 海 栄 洗 語 

生 ヶ 坂 

国分 ・ 淡 路上 H14. 6.17| 弥生 

国分 寺 
嫁 ヶ 渕 

森 ノ 木 

国分 

沿 定 

、 ま 
汗 谷 案 跡 ・ 
喜来 

た 

上 久保 

補記 
喜来 

昌 当 者 | 遣 跡 名 | 調査 期間 

可 

居 

内 
国 

到 

沈 

的 崎 

販 F 

皮 口 

折口 

定 松 ・ 

で 
二 mm 

帳 崎 

大 
合 

山崎 

5 松 1 

内 容 

と 
と 確認 

確認 | 的 崎 

確認 | 定 松 

確認 

本 発掘 ・ 
確認 

本 ロロ 屈 

本 発掘 ・ 
確認 

2002 (平成 14) 年 度 

八幡 

生子 

家 
浦 壁 ・ 

分 

社 

立川 瀬 | 確認 

八幡 | 立会 

浦 壁 

立川 瀬 | 本 発掘 | 定 松 ・| 嫁 ヶ 洋 

生子 | 確認 | 坂口 

黒 道 | 本 発掘 | 山 

西本 村 | 分 布 

地頭 方 | 分布 | 谷口 

に 

賀集 

神代 

K 

神代 

広 

町 名 | 所 在 1| 所在 2 

三原 町 八木 | 国分 _」 本 発掘 | 坂口 国分 

南 淡 町 | 賀集 | 八幡 | 分 布 | 坂口 

原町 | 神代 | 地頭 方 | 確認 | 的 

南 淡 町 | 賀集 

: 原 町 神代 

< 原町 | 八木 | 新庄 | 確認 | 山崎 

原町 | 八木 

南 淡 

南 淡 町 | 賀集 

淡 町 賀集 | 生子 | 確認 

原町 | 八木 | 国分 

に 

南 淡 町 | 賀集 

: 原 町 | 神代 ”」 黒 道 | 確認 

三原 町 八木 | 新庄 

交 淡 町 | 賀集 

交 淡 

規 淡 町 | 賀集 | 野田 | 確認 

三原 町 | 神 

緑町 

業 ( 笑 原 地 区 ) 回 盤 整 備 促進 

店 舗 (衣料 品物 販 店 ) 建設 事業 

娠 

環境 保全 公共 下水 道 事 業 | ニ 
(神代 処理 場 建設 工事 ) 
特定 

店 舗 (衣料 品物 販 店 ) 建設 事業 

(生子 上 地区 ) | 南 淡 町 | 貨 集 立 ・ 

ボ ( 半 mm 者 
持 則 改 良 総合 整備 

基盤 整備 促進 事業 

県 営 
南 地 区 ) 

盤 整備 促進 事業 (野原 地区 う 

定 環境 保全 公共 下水 道 (宮入 
( 仮 ) 坂本 整形 外科 病院 新築 事 

(生子 上 地区 ) に 
に 基盤 整備 促進 事 

業 ( 神 

失 ( 補 三原 町 | 神代 | 社 家 | 本 発掘 定 松 | 海 栄子 

拉 3 蘭 ・u 一 

山下 

貴 境 保全 公共 下水 道 ( 賀 

県 営 土 地 改良 総合 整備 ! 

大 > 

県 営 革 地 改 良 総合 整備 事 

処理 区 終末 処理 場 建設 ) 
時 

事業 | 三原 町 | 市 

業 | 三原 町 | 市 

結 半 業 ( 神 三 臣 呈 

地 改 良 総合 整備 事業 (大 

改良 総合 整備 

県 営 土地 改良 総合 整備 事業 (7 

道 福良 北 阿 万 線 歩 道 設置 事業 | 南 淡 町 

基盤 整備 促進 事業 (生子 上 地区 ) 

| 
NLT 

道 野 田 牛 内 線 道路 改良 事業 

| 

事業 | 西 淡 町 | 津 3 

抹 

地 改 良 総 合 整 備 事 業 ( 神 

困 道 国分 善光寺 線 道 路 改 良 
目 党 
25 回 
て 南 地 区 ) 

『 道 国分 善光寺 線 道 路 改 良 事 

統合 小学 校 建設 

寺 定 環境 保全 公共 下水 道 

県 党 
代 南 地区 ) 

( 仮 ) 新 広田 配水 池 築造 事業 

20 

21| 基 盤 整 備 促 進 事 業 ( 笑 原 地区 

22| 基 盤 整 備 促進 事業 ( 笑 原 地区 ) 

23 

24 

25 

26| 基 盤 整 備 促 進 事 業 (野原 地区 ) 

27 



2003 (平成 15) 年 度 

事業 WW 

久代 氏 共同 住宅 新築 事業 (民間 ) 

ー
ー
 

百
 

原
 

成 _ 果 概 要 

土 才 ・ 溝 状 遺 構 確 認 。 

有 灯 平 察 を 新た に 1 基 確 認 。 周 辺 に 
世 の 掘 立柱 建物 確認 。 

国分 遺跡 (淡路 国分 寺 瓦 窯 ) 発 
遇 調査 (国庫 補助 ) 事業 ーー 

特定 環境 保全 公共 下水 道 事業 

特定 環境 保全 公共 下水 道 事業 本 
(遊水 池 設置 ) 

奈良 一 中 世 の 遺 構 、 鉄 
田 

盤 整 備 促進 事業 ( 笑 原 地区 個 出 
LU o 

経営 体育 成 基盤 整備 促進 事業 " 。 , 大 . 6.16| 弥生 中 期 の 遺物 、 中 世 
(神代 南 地区 ) ・ | ・ 認 。 

基盤 整備 促進 事業 (生子 上 地区 ) | 南 淡 還 の 6.19 遺構 ・ 遺 物 未 確認 。 

県 営 土地 改良 総合 整備 事業 (大 
川東 地区 - 

備 促 進 事 業 原 地区 ) 原 還 mm 2o | 平安 時 代 ・ 中 世 の 遺 構 確 認 。 

寺 域 西 限 ・ 東 限 の 港 検出 。 

溝 状 遺 構 確認 。 

活
 
|
 同
 |
 巾
 
必
 三

 汰
 
必
 
尊
 

中 世 の 柱 穴 な ど 確 認 。 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 。 

有閑 平 窯 に 伴う 掘 立 柱 建 物 確認 。 

平安 時 代 ・ 中 世 の 遺 構 検出 。 

弥生 中 期 の 堅 穴 住 居 2 棟 ・ 土 器 、 律 令 
期 の 遺物 、 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 確認 。 

中 世 の 掘 立柱 建物 ・ 遺 物 な ど 確 認 。 
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県 営 土 地 
川東 地 

基盤 整備 促進 事業 ( 笑 原 地 

経営 体育 成 基 盤 整備 促進 
(神代 南 地 区 

! 道 国分 善光寺 線 道 路 改良 事業 

成 基 盤 整備 事業 (大 
区 ) 

園 宅 地 開発 事業 (民間 ) 
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古代 近世 ( 募 ) の 遺構 確認 。 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 。 ? 
ー
ー
 

0
e
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_
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ト で
 
1
 

[
 

遺構 ・ 遺 物 未 確認 。 

弥生 時 代 の 土器 、 古 代 ・ 中 世 の 遺 物 ・ 
遺構 確認 。 

世紀 頃 の 遺構 ・ 遺 物 確認 。 

経営 体育 掘 立柱 建物 ・ 溝 状 遺 構 。 中 世 以 降 の 遺 
東 地区 構 面 。 

コー カシ 窯 展 示 施 設 建築 工 ョ 淡 還 中 | 試 遺構 ・ 遺 物 未 確認 。 
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困 道 野 田 牛 内 線 道 路 改 涼 | 南 *% に 中 世 の 掘 立柱 建物 確認 。 

准 事 業 ( 東 淡 町 | 阿 ・ 石 伏 ・ 須 恵 器 ・ 土 師 器 を 多量 に 採集 。 基盤 整備 促進 事業 ( 東 沖田 地区 ) | 南 > 燈 ・ 因 療 ・ 十 師 問 を 多量 に 扱う 

基盤 整備 促進 事業 ( 矢 柄 地 交 淡 還 須恵 器 ・ 土 師 器 ・ 陶 磁器 を 少量 採集 。 

経営 体育 成 基盤 整備 事業 《④ ぷ 了 、 石 凶 ・ 土 師 器 ・ 須 恵 器 ・ 中 世 遺 物 を 全 
地区 。 。 域 で 採 



井手田

国分 遺跡 (国分 寺 瓦 窯 ) 報告 書 | ニ 
作成 (国庫 補助 ) 事業 

2004 (平成 16) 年 度 

町 道 阿 万 111 号 線 道 路 改良 事業 

特定 環境 保全 公共 下水 道 事 業 
(遊水 池 設 置 ) 

土師 器 ・ 須 恵 器 を 採集 。 

弥生 前 期 の 土器 ・ 木 製品 を 含む 河川 と 
古代 ・ 中 世 の 遺 物 を 含む 河川 確認 。 

公共 下水 道 事業 (国分 地区 幹線 
管 楽 布設 工事 ) ーー 律令 期 の 遺構 確認 。 

経営 体育 成 基 盤 整備 事業 (大 日 | 
川東 地区 ) 中 世 の 遺 構 ・ 昭 和 中 頃 の タイ ル 確 認 。 

基盤 整備 促進 事業 (生子 上 地区 ) 土師 器 ・ 瓦 器 出土 。 中 世 の 遺 構 確認 。 

経営 体育 成 基盤 整備 事業 (神代 
南 地 区 古代 の 遺構 確認 。 

経営 体育 成 基 盤 整備 事業 (大 日 
川東 地区 ) 

基盤 整備 促進 事業 (生子 上 地区 ) 

遺構 未確認 。 

弥生 時 代 終末 期 の 遺物 ・ 遺 構 確認 。 

経営 体育 成 基盤 整備 事業 (神代 | 1 
南 地 区 ) 

町 道 大 戸 鳩 尾 線 道 路 改 良 事業 

弥生 時 代 中 期 の 堅 穴 住居 確認 。 

道 庄 田中 道 線 道路 改良 事業 

土師 質 土 器 ・ サ ヌカ イト な ど 遺 物 わ ず 
か に 採集 。 

加治 館 跡 

J 道 庄 田 中 道 線 道路 改良 事業 

万 111 号 線 道 路 改 良 事業 

加治 館 跡 

石 鱗 ・ 弥 生 土器 ・ 土 師 質 土器 ・ 須 恵 器 ・ 
サ ヌ カ イト な ど 遺 物 多量 に 採集 。 

旧 河 道 。 弥 生後 期 単 純 包含 層 確 認 。 

み の こ し 土師 器 ・ 須 恵 器 ・ 製 塩 土 器 出土 。 

万 111 号 線 道 路 改 良 事業 み の こ し 

経営 体育 成 基 盤 整備 事業 (御陵 | 
地区 ) 

神子 曽 ・ 石 
田 

| | 
古代 の 遺構 確認 。 

H17. 1.24| 石 鱗 ・ 弥 生 土 器 ・ 土 師 器 ・ 須 恵 器 ・ 陶 
磁器 な ど 採 集 。 

基盤 整備 促進 事業 (八幡 地区 ) 大 野 

基盤 整備 促進 事業 (伊賀 野地 区 ) | 南 * 

H17. 2. 4| 石 灸 ・ 須 恵 器 ・ 土 師 器 ・ 製 塩 土器 ・ 輸 
14 和信 白磁 ・ 陶 磁器 な ど 多 量 に 採集 。 

上 師 質 土 器 ・ 須 恵 器 ・ 陶 磁器 な 
ー24 ど 採 集 。 

経営 体育 成 基盤 整備 事業 ( 阿 万 
本 庄 地 区 

H17. 3.28 石 鱗 ・ 須 恵 器 ・ 土 師 器 ・ 製 塩 土器 ・ 陶 
ー4.1 磁器 な ど 採 集 。 





第 2 節 主 な 発掘 調査 の 成果 

1) 2000 (平成 12) 年 度 

お の ころ 島 遺 跡 一 1 次 調査 1 
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調査 内 容 1 

上 吾 業 に 伴う 調査 

で ゆ 

。 調査 地 中 央 c 地 

点 で は 弥生 時 代 後 期 

| 
ー 

原川 ) に 向かっ て 谷地 形 が 広がる こと が わか っ た 。 こ の 谷地 形 

部 の 三原 川 右岸 域 に 位置 する 榎 列 下 幡多 地区 で の 県 営 画 場 整備 

・ 遺 物 を 確認 し た (a ご d 地 点 )。 調査 地 南東 部 に 位置 する a・ 

キー 
ー 

リュ 
15.0m ャ | 

で ある 。 調査 は 2X 2m の 調査 区 を 84 ヶ 所 設定 し 、 重 機 ・ 人 力 併用 で 進め て いき 、 そ の 後 詳細 な デー タ 

を 把握 する た め 16 ヶ 所 追加 し 、 合 計 100 ヶ 所 の 調査 を 行っ た 。 調査 地 周 辺 に は 出 湧 と 呼ば れる 湧 水 点 が 

分 布 し て お り 、 そ の 湧 水 点 を 境 に 東 (扇状 地 ) と 西 (沖積 平野 ) で は 土壌 が 大 きく 異な り 、 調 査 成 果 と 

内 に は 周辺 か ら 弥 生 土 器 (中 期 ) が 流れ こん だ 形 で 出土 する 調査 区 も あっ た (No.77 等 )。 
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b 地点 は 南西 部 の 扇状 地上 の 地区 で 、 柱 穴 や 土 迫 ・ 溝 等 古代 末 へ 中 世 を 中 心 と する 時 期 の 遺構 が 分 布 す 

"の 遺構 、 お の ころ 島 

イノ 神社 北側 の d 地 点 で 
は 、 費 文 土器 (中 期 ) 

レン 

古墳 時 代 の 須恵 突 

> を それ ぞ れ 人 確認 する 

本 調査 に より 、 縄 

と 文 時 代 ー 中 世 の 人 遺構 ・ 

遺物 を 確認 する こと 

確認 調査 区 [ ーー 回 (1 一 100) 
ころ 島 神 社 

: 各 避 N 2 記 人 リッ リリ 
へ 直る だ 
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2 

上 ヒ 

が で きた 。 遺 跡 の 中 調査 区 設定 図



只 が 出土 し た こと や 遺跡 立地 の 特異 
日 心 時 期 は 中 世 と 考え られ る と 同時 に 、 三 原平 野 で は 数 少な い 

性 等 非常 に 興味 深い 遺跡 と いえ る 。 (坂口 

調査 区 平面 図 
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ー 5 次 調査 一 2 幡多 遺跡 野 水 地区 
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調査 内 容 
上 記 の 事業 に 伴い 平成 11 年 度 に 道路 セン ター ライ ン よ り 東 側 を 調査 し た 結果 、7 世紀 後 、 
頭 の 

1 

= 8 世紀 初 

礁 を 含む 土 近 に 切ら れ た 衆 行 2 間 ・ 桁 行 4 間 以 上 の 大 型 掘 立柱 建物 を 確認 し た 。 今 回 その 西側 を 

三原 郡 の 場 

調査 し 、 建 物 の 西 限 を 確認 し た 。 

大 型 掘 立 柱 建物 は 結果 的 に 箇 行 2 間 ・ 桁 行 4 間 と な る 。 平成 1 年 度 調査 で は 断ち 割り で 建て 替え と 思 

われ る 痕跡 を 認め た が 本 調査 で は 確認 で き な か っ た た め 、 建 て 替え で は な く 柱 抜き 取り 痕 で あっ た 可能 

性 が 考え られ る 。 遺構 10 か ら は 古代 と 思わ れる 唐草 文 軒 丸 瓦 や 馬 と 思わ れる 歯 、 棒 状 鉄製 品 が 出土 し た 。 
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と の 関連 この 上 瓦 は 駅 家 で は な く 約 800m 南 に 位置 する 淡路 国分 尼寺 

が 考え られ る 。 

100M 

調査 区 設定 図 
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示唆 する 遺物 も 出土 し な か っ た が 、 政 庁 区 域外 に あっ た 駅 家 関 連 施設 で ある こと は 間違い な いで あろ う 。 
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は た 

3 幡多 遺跡 野 水 地区 一 6 次 調査 

所 在 地 三原 町 榎 列 下 幡多 字 野 水 外 
事 業 名 町 道 入 田 お の ころ 線 道路 改良 事業 
調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 
担当 者 山崎 突 司 
種別 本 発掘 調査 
調査 期間 平成 12 年 7 月 12 日 8 月 25 日 
調査 面積 = ぶよ 

1 調査 内 容 
三原 平野 の 北東 部 、 成 相川 と 三原 川 に 挟ま れ た 選 状 地 末 端 に 位置 し 、 北 西方 向 に 緩やか に 傾斜 する 地 

形 で ある 。 野 水 地 区 で は これ まで に 古代 の 大 型 掘 立柱 建物 の 検出 や 刻 書 土器 が 出土 する な ど 、 官 衛 的 な 

遺跡 で ある こと が 明らか に な っ て いる 。 ま た 弥生 時 代 の 拠点 的 集落 の 一 つっ で 、 野 水 地 区 で は 中 終末 期 

の 周 溝 慕 群 が 検出 され て いる 。(『 三 原 郡 埋蔵 文化 財 発 掘 調査 年 報 1』」 三 原 郡 広域 事務 組合 2001) 

A 地区 で は 弥生 時 代 後期 の 円 形 の 堅 穴 住 居 を 検出 し た 。 復元 外 径 約 6.5m の 住居 を 約 10m の 住居 に 拡 

張 し た と 推定 され る 。 拡張 前 の 柱 穴 が SP12・16、 拡 張 後 が SP1315 と 考え られ る 。 中 央 土塊 を 備え る 。 

B 地区 で は 古代 の 柱 列 と 土 撤 を 検出 し た 。N 7" E と N55" W の 柱 列 が 検出 され 、 前 者 は 東西 方 向 に 

8 間 、 南 北方 向 は 調査 区 外 へ 伸び る 可能 性 が ある が 、 東 側 で 3 間 分 を 検出 し て いる 。 後者 は 調査 区 北東 

側 と 南西 側 で それ ぞ れ 2 間 分 が 検出 され た 。 北 側 の 土 民 も この 方 位 を 意識 し て いる と 思わ れる 。 土 琉 か 

ら は 7 世紀 後半 ー 8 世紀 初頭 の 遺物 が 出土 し て いる 。 

C 地区 で は 南北 方 向 に 伸び る 溝 を 検出 し た 。 幾度 か 掘り 直し が 行わ れ て いる よう で ある が 、 最 初 は 箱 

掘り 状 で 底部 の 幅 約 0.4m の 溝 で あっ た よう で ある 。 良好 な 出土 遺物 が 無く 、 遺 構 の 年 代 は 不明 で ある 。 

ー
ー
 一
 

2 まとめ 
弥生 時 代 中 期 に は 三角 州 上 の 幡多 遺跡 行 営 地 ・ 下 内 
田地 区 で 拠点 的 集落 が 形成 され て いた が 、 後期 に は 記 
状 地 上 に 移動 し た と 推定 され る 。 

B 地区 で 検出 され た N55" W の 柱 列 は 4・5 次 調査 

の 大 型 掘 立柱 建物 と ほぼ 同 方 位 で 、 調 査 区 が 隣接 する 
こと か ら 、 官 衛 的 な 遺構 の 一 部 で ある 可能 性 は 高い 。 
8 世紀 初頭 頃 ま で は 、 こ れ ら の N35 へ 40" E を 示す 遺 

構 群 が 展開 する と 考え られ る 。N 7? E の 柱 列 は 良好 
な 出土 遺物 は 無い が 、 お そら く N35 へ 40" EE 遺構 群 の 

後に 展開 し た 遺構 の 一 っ つと 思わ れる 。 " 。 

C 地 区 溝 の 下 層 は 古代 埋 士 と 思わ れ 、 方位 か ら N 7? C 地 区 違 醒 平 画図 
E 柱 列 と 近い 時 期 に 掘削 され た 可能 性 が ある 。 (山崎) 
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B 地 区 遺構 平面 図
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調査 区 は ん ーD 地 区 に 大 別して 行い 、A 地 区 と C 地 区 で 建物 跡 と 思わ れる 柱 列 を 確認 し た 。 

詞 W 湊 殿 骨 じ 8 内 内 共 wo。 琴 沙 因 涯 つき 翔 序 み ・ 壮 の きめ 漆 泣 宛 同 圭二 や 放 議 還 パ で す 芋 > お 

確認 し た 。 調査 区 の 南 壁 に 沿っ て 、 直 線 に 並ぶ 建物 跡 と 考え られ る 柱 列 を 検出 し た 。 克 が 付く 当行 2 間 

の 建物 で 、 柱 問 は 1.3m で ある 。 調査 区 南側 に 続く と 思わ れる 。 遺物 は 出土 し て いな い 。 

【C 地 区 】 

水路 部 分 の 調査 区 で 、 柱 穴 ・ 土 撤 ・ 

溝 を 確認 し 、 南 北 に 平行 する 2 列 の 

柱 列 を 検出 し た 。 調査 区 の 幅 が 狭く 、 

お そら く 東 西 に 続く と 思わ れる が 、 

m
 

5
 ( 3 
西
 
東
 

衣
 

距
 

の
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南北 3.4m で ある 。 柱 穴 か ら 遺 物 は 
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5 お の ころ 島 遺 中 ー 2 次 調査 一 

所 在 地 _ 三原 町 榎 列 下 幡多 字 丸 山 外 

事業 名 __ 県 営 土 地 改良 総合 整備 事業 

調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 

担当 者” 坂口 弘 頁 

種 _ 別 _ 本 発掘 調 

調査 期間 平成 12 年 9 月 4 日 11 月 18 日 

平成 13 年 1 月 17 日 22 日 

調査 面積 の お 

1 _ 調査 内 容 

本 調査 は 先 の 確認 調査 成果 を 受け て 、 地 下 の 文 化 財 が 破壊 され る 排水 路 部 分 を 中 心 と する 調査 で ある 。 

調査 は 作業 を 進め た 順に AD 地区 を 設定 し 和 軍機 ・ 人 力 併用 で 行っ た 。(P 9 参考 ) 

以下 調査 区 の 概要 を 述べ る 。 

【A 地 区 】 

調査 地 南 東部 の 逆 L 字 型 の 調査 区 で ある 。 調査 成 果 と し て は 中 世 の 遺 構 を 中 心 に 弥生 時 代 の 遺構 を 確 

認 し た 。 中世 の 遺 構 と し て は 柱 穴 状 の 遺構 や 溝 ・ 土 怖 で ある が 、 調 査 区 幅 の 関係 も あり 、 建 物 と し て は 

認識 で き て いな い 。 弥生 時 代 の 遺構 と し て は 、SK 1・SD69・171 に 限ら れ 、 中 期 後半 の 土器 が 出土 

し て いる 。 ま た 包含 層 中 か ら で は ある が 、 7 世紀 末 ー 8 世紀 前 半 頃 の 須恵 諾 ・ 土 師 突 が まとまっ て 出土 

し た 。 

【B・D 地 区 】 

調査 地 中 央 南 の 調査 区 で 、 東 半 部 (B 地区 ) を 中 心 に 遺構 が 確認 で きた 。 大半 が 中 世 の 遺 構 で ある 。 

調査 地 南 西部 の お の ころ 鳥 神社 北側 の 調査 区 で ある 。 調査 区 中 央 で 溝 状 の 遺構 CSX7) や 南東 部 で 

シル ト 質 の 土壌 が 堆積 し た 谷 状 の 地形 を 確認 し た 。 遺物 は SX7 よ り 95 世紀 末 ー 6 世紀 前 半 の 須恵 穴 が 、 

SD11 か ら は ほぼ ば 同時 期 の 土師 器 が 、 ま た 谷 状 の 地形 か ら は 縄文 時 代 中 期 ( 船 元 ・ 里 木 式 ) の 深 鉢 な ど 

が 出土 し て いる 。 

2 まとめ 

本 調査 に より 、 縄 文 時 代 一 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 が 確認 で きた 。 調査 面積 の 関係 か ら 、 遺 跡 の 詳細 は 把握 

し に くい が 、A 地 区 か ら B 地 区 に か け て は 遺構 密度 が 高く 、 継 続 的 に 居住 成 と し て 利用 され た こと が わ 

か る 。 さらに A 地 区 の 包含 居 か ら で は ある が 、 律令 期 の 須恵 器 や 土師 器 が 出土 し た こと は 注目 され る 。 

出土 し た 須恵 突 迷 B ( 蓋 ) に は か えり を 伴う 奈良 時 代 前 半 ま で に 位置 づけ が で きる 資料 が 認め られ る こ 

と か ら 、 調 査 地 東 に 隣接 する 神護 景 雲 2 (768) 年 に 廃 さ れ た 神 本 駅 家 推定 地 で ある 幡多 遺跡 ( 野 水 地 

区 ) と の 関連 性 が 指摘 で き 、 今 後 調査 が 進め ば 神 本 駅 家 の 具 体 像 も 明らか と な ろう 。 (坂口 ) 
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11 

18 

15 (A 地 区 ・ 包 含 層 ) 

SP25) 

ヘン 9 SX 7) 

18 (A 地 区 

6 へ 8 (C 地 区 1 へ ご 5 (C 地 区 ・ 谷 状 の 地形 ) 

16 (A 地 区 ・S K97 

出土 遺物 実測 図 1 

・S K98) 17 (A 地 区 

19 (A 地 区 ・S K135 一 2) 20(B 地 区 ・S K13 一 1 フ



3
 

2
 

20cm 雪 勅 箇 、 

26~ へ 31 (A 地 区 ・S D69) 出土 遺物 実測 図 2 21 ご 25 (A 地 区 ・S K 1) 

32・33 (A 地 区 ・S D171) 

C 地区 全景 (南東 より ) A 地 区 全景 (南東 部 ・ 南 西 よ り )



に し や まき た 

6 西山 北 古墳 

所 在 地 _ 南 淡 町 賀集 八幡 北 字 森 ノ 谷 
事 業 名 西山 北 古墳 測 量 調査 事業 
調査 主体 _ 南 淡 町 教育 委員 会 
担当 者 坂口 弘 貢 ・ 富 山大 学 い \ 
種別 測量 調査 Nos ツク < の 鶴 北 
調査 期間 。 平成 12 年 9 月 15 日 へ 26 日 WW の で で K 人 剛 

調査 面積 ぎー] 調査 の 位置 

1 _ 調査 内 容 

本 調査 は 、 西 山北 古墳 の 測量 調査 で ある 。 作 業 内 容 と し て は 、 墳 丘 ・ 周 辺 地 形 ・ 石 室 の 測量 作業 と 石 

室 の 写真 撮影 を 富山 大 学 考古 学研 究 室 と 共同 で 行っ た 。 

本 古墳 は 、 三 原平 野 西 部 の 南 辺 寺 山 山裾 に 位置 し て お り 、 標 高 は 石室 南側 の 基準 3 で 22.955m、 墳 丘 

頂上 付近 の 基準 4 で 27.553m を 測り 、 高 低 差 が 4.598m と な る 。 

調査 の 結果 、 等 高 線 は 墳 形 や 規模 を 明確 に は 示さ な いも の の 、 南 か ら 山 に 続く 農道 が 古墳 を 避け る よ 

うに 弧状 に 設置 され る こと か ら 、15m 前 後 の 円 墳 が 想定 され る 。 

次 に 石室 の 測量 調査 が 示す 結果 は 、 表 の 通り で 、 玄 室 の 平面 形 が 長方形 で 天井 部 縦断 面 が 平 天 井 で 前 

玄 室 比 |2.227 (2.065) 壁 を 有する 。 

玄 室 面 積 |7.604 7.067) 石室 内 部 は 、 玄 室 部 側壁 が 4 な いし 5 段 、 茨 

玄 室長 指数 | 0.512 (0.476) 道 部 が 2 な いし 3 段 、 前 壁 2 段 で それ ぞ れ 構成 

| 重吉 0.827 され 、 玄 室 ・ 羨 道 部 いずれ も 一 番 下 は 大 きめ の 

奥 壁 高 指数 | 1.319 石 を 据え て いる 。 ま た 奥 壁 は 特徴 的 で 、 幅 70 へ 

各 計 測 属性 に つい て は 「『 東 山 古 | 80em の 2 枚 の 石 を 立て て 使用 し て いる 。 な お 石 

リリ テー の 表面 に は 加工 の 痕跡 等 は 認め られ な い 。 さら 

に 石材 と 石材 の 間 の 目地 に 粘土 が 丁寧 に 詰め ら 

れ て いる 。 

西山 北 古墳 石室 計測 表 

墳丘 内 出土 遺物 (1)・ 石 室内 採集 遺物 (2) 

2 まとめ 

本 調査 に より 、 西 山北 古墳 は 直径 15m 前 後 の 円 墳 が 想定 され る 。 石 室 の 形態 か ら 時 期 的 に は 6 世紀 後 

半 頃 に 築造 され た も の と 考え られ る 。 ま た 墳丘 内 に 弥生 時 代 後期 の 土 右 語 が 含ま れる こと か ら 、 周 辺 に 

弥生 時 代 後期 の 遺跡 が 存在 する 可能 性 が 高い 。 (坂口 ) 
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の 南端 部 で 平安 期 の 遺物 を 含む 溝 2 を 確認 し た 。 こ の 溝 は 南 門 推定 地 で ある こと 、 昭 和 62 年 度 調 査 0 

Tー7ーS) で 確認 され て いる 溝 よ り 約 5 m 南 に ずれ て いる が 南限 築地 推定 ライ ン と 平行 する こと 、 溝 

1 より 多く の 古代 瓦 や 壇 が 出土 し て いる こと か ら 、 南 門 に 付随 する 溝 の 可能 性 が 高い 。 

2 まとめ 

本 遺跡 は 平安 ・ 鎌 倉 時 代 初期 の 遣 跡 で ある こと が わか っ た 。 淡 路 国 分 寺 と 関連 の ある 遺構 は No.27 の 
溝 2 の み で ある 。 こ れ ま で の 調査 で 築地 に 伴う 溝 か ら の 瓦 の 出土 は 少な く 、 板 堺 だ っ た と 推定 され て い 
る 。 し か し 、 本 調査 で は 瓦 が 多く 出土 し 、No.27 溝 2 と 周辺 で 確認 され て いる 築地 堺 に 伴う 溝 は 方 向 が 
一 致す る こと か ら 、 今回 検出 し た 溝 2 は 南 門 に 付随 する 溝 の 可能 性 が 高い 。 
淡路 国分 寺 は 現在 も 法 灯 を 守っ て いる が 、『 護 国 寺 文書 』」( 南 淡 町 賀集 護国 寺 蔵 ) の うち 室町 期 に 書か 

れ た 文書 に は 淡路 国分 寺 の 存在 は 記載 され て お ら ず 、 淡 路 国分 寺 は 荒廃 し て いた も の と 考え られ る 。 今 
回 確認 し た 遺構 は 淡路 国分 寺 衰退 期 の 周辺 集落 と 考え られ る が 、No.10 遺 構 6 な ど は 一 般 集落 の 遺構 と 
は 考え に くく 、 沿 革 に 不明 な 部 分 の 多い 淡路 国分 寺 の 空白 部 分 を 埋め る 遺跡 で ある 。 ( 定 松 ) 

ンー 
No.17 ( 東 よ り ) No.19 ( 東 よ り )
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主 屋 と 思わ れる 。 規模 の 小さ い 建 物 4 は 、 ほ ば 同じ 方 位 を 示す 建物 3 の 副 屋 と 考え られ る 。 建物 1 の 東 

側 は 柱 穴 が 小さ く 、 西 側 の 柱 穴 と 対応 し て いな いた め 、2 x 4 間 の 東側 に 1 間 分 の 克 が 付く 構造 と 考え 

られ る 。 建物 3 も 同じ 理由 で 2 x 2 間 の 北側 に 底 が 付く 構造 と 考え られ る 。 西 群 建物 5 は 2 メ x 3 間 で 、 

最も 母屋 部 分 の 規模 が 大 きい 。 桁 行 南側 2 間 分 お よび 染 行 の 柱 間 寸法 が 、 建 物 3 の 2 x 2 間 部 分 と ほぼ 

一 致す る 。 ま た 西 群 建物 6 の 染 行 お よび 桁 行 北 側 2 間 分 と 、 建 物 1 の 2 x 4 間 部 分 の 東側 染 行 お よび 桁 

行 中 央 2 間 分 の 柱 問 寸 法 は ほぼ 一 致す る 。 

出土 遺物 は 東 播 系 須恵 器 鉢 、 土 師 器 皿 ・ 煮 沸 具 等 、 一 般 集 落 的 な 内 容 で ある 。 建物 1・5 ・6 柱 穴 出 

土 遺物 は お よそ 14 世 紀 後 半 ー15 世 紀 前 半 頃 と 思わ れる 。 溝 44 出 土 土 師 器 皿 は 、 伏 せ た 状 態 で 2 枚 が 重なっ 

て 出土 し た 。 

2 まとめ 

出土 遺物 か ら 建 物 群 の 前 後 関係 を 明らか に する の は 難し い が 、 建 物 8 ・5 、 建 物 1・ 6 は 上 述 の よう 

に 母屋 部 分 に 柱 間 寸 法 が 等 し い 部 分 が 見 られ 、 同 一 規格 で 造ら れ て いる の で は な いか と 思わ れる 。 し た 

が っ て 東 群 と 西 群 で 建物 3・4 と 5、 建 物 1 と 6 が 同時 期 に 建っ て いた 可能 性 は 高い と 判断 し て いる 。 

また 西 群 と 東 群 は 階層 の 差 を 考え る 程 、 建 物 規 模 に 差 は 無い と 思わ れる 。 

『 淡 路 国 大 田 文 』」(1223 年 ) に は 、「 阿 方 圧 」 の 田地 と し て 「 本 圧 」 百 町 と 「 沼 嶋 」 三 町 が 記さ れ て 

いる 。 現 存する 「 本 圧 」 は 荘園 中 心 部 付近 に 「 本 圧 」 地 名 が 残っ て いっ た も の と 考え られ て いる 。(『 淡 

路 島 の 地名 研究 』 武 田 信 一 1996) 一 方 、 条 里 型 地 割 は 現在 の 「 本 圧 」 よ り 南 の 沖積 平野 に 分 布 す る こ 

と か ら 、 古 代 阿 万 郷 の 中 心 部 は 沖積 平野 に あり 、 中 世 あ る い は 古代 末 に 中 心 部 が 内 陸 部 へ 移動 し た と 考 

えら れる 。 北 佐野 遺跡 や 下 中 原 遺 跡 の よう に 内 陸 部 で 条 里 型 地 割 を 伴わ な い 耕 地 の 開 発 は 、 沖 積 平野 の 

開発 より 遅れ る と 考え られ 、 耕 地 の 拡 大 が 中 心 部 移動 の 原因 の 一 つと 考え られ る 。 

建物 群 は 新た な 耕地 開発 に 成功 し 、 数 代 に 渡っ て 安定 的 に 経営 を 行っ た 農民 層 の 住居 と 推定 され る 。 
、 

(山崎 ) 
/ ノ 1 _ / mw 1 柱 穴 91 

3 
ーー 2 柱 穴 9 (建物 1) 

1 Oo . 10 20cm 3 柱 穴 37 

4 柱 穴 74 (建物 5) 

| | 一 5 
7 、 

へ 6 柱 穴 76 (建物 5) 

7 柱 穴 83 (建物 5) 

10 。 柱 穴 87 (建物 6) 
10 包含 層 

ーー ーー 一 = 11 流 路 57 

_ks - の 12 Ms 

| 13 溝 44 
ヘー ニート js お 14 溝 86 

出土 遺物 15 溝 71
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6 ( 

【A 地 区 】 

志 と 溝 状 遣 構 を 確認 し た 。 小 土 琉 は 柱 穴 の 可能 性 も ある が 、 
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調査 区 の 北側 で 浅 O 延長 81m、 幅 0.92.3m を 測る 

い 溝 状 遣 構 を 断続 的 に 検出 し た 。 こ の 調査 区 は 淡路 国 

き の 
is 

ゴ プ を 。 
由 

・ : 人 ニコ | 
い - 

1 
日 

調査 区 設定 図 
南限 築地 志 に 付随 する 溝 と 考え て いた が 、15 世 紀 

分 寺 の 寺 域 南限 に 沿っ て 設定 され て いる た め 、 検出 当 

初 ! に



代 の 羽 釜 が 出土 し た こと か ら EE 地 区 検出 溝 の 底 付近 を 検出 し た と 思わ れる 。 こ の 遺構 内 か ら は 単 弁 十 ニ 

弁 運 華文 軒 丸 瓦 (淡路 国分 寺 軒 丸 瓦 06 型 式 ) が 出土 し た 。 こ の 軒 丸 紋 は 寺 域 内 調査 で 塔 跡 所 J 

れ て お り 、 こ れ ま で の 調査 で も 寺 域 南限 付近 か ら 出 土 し て いる 。 

【G 地 区 】 

SA 

延長 60.5m、 幅 5.5m を 測る 。L 字 に 屈曲 し た 調査 区 の 東西 トレ ンチ で は 近代 の 揚 乱 才 が 多く 、 地 山 

が 良質 の 粘 質 土 で ある た め 、 粘 土 採掘 を 行っ た の で あろ う 。 

南北 トレ ンチ で は 小 規模 の 谷 状 落ち と 溝 ・ 土 塊 を 確認 し た 。 溝 は 流水 が 認め られ ず 、 こ の 溝 の 北 は 谷 

に 落ち る 急斜面 と な り 、 な ん ら か の 区 画 を 意図 し て いる と 思わ れる 。 遺物 は 中 世 の 範 購 に 入る と 思わ れ 

る 土師 質 土器 語 が 出 コ 

2 まとめ 

立柱 建物 は 復元 で き 

F 地区 で 確認 し た 溝 

右 (和泉 型 )・ 陶 磁 、 

上 し た の み で ある 。 

本 調査 で は 平安 時 代 未 と 室町 時 代 後半 の 遺構 ・ 遺 物 を 確認 し た 。 遺構 は 調査 面積 の 関係 か ら 明確 な 掘 

て いな い が 、 建 物 を 構成 する で あろ う 柱 穴 や 土塊 を 検出 し た 。 室 町 時 代 の 遺構 は EE・ 

遺構 の み で 、 本 遺跡 の 主 な 活動 時 期 は 平安 時 代 で ある 。 遺物 は 須恵 器 ・ 師 器 ・ 瓦 
寺 域 に 近い F 地区 か ら は 上 瓦 が 多く 出土 し た 。 た だ し 、 創 建 瓦 は 確認 し 

瓦 当 の わか る も の も F ド FF 地 区 出土 の 単 弁 十 二 弁 蓮華 文 軒 丸 瓦 の み で ある 。 

遺物 包含 層 上 面 で は 多数 の 炭化 物 ・ 焼 土 を 確認 し た 。 ま た 遺構 か ら も 確認 し て いる 。 南 淡 

て お ら ず 、 

護国 寺 所 

蔵 の 『 護 国 寺 文書 」 の うち 室町 期 に 書か れ た 文書 に は 淡路 国分 寺 の 名 は な く 、 国 分 寺 所 蔵 木 造 飛 天 深 像 

(平安 後期 作 ) の 背部 に は 焼損 疹 が ある こと か ら 、 平 安 時 代 後 期 以降 の 火災 に より 本 尊 を 焼失 し 、 現 在 

の 本 尊 で ある 釈 迎 如来 堂 像 (1340 年 銘 を 有する ) は それ を 再考 し た も の と 考え られ て いる 。 調査 で 確認 

し た 上 炭化物 ・ 焼 土 は その と き の 火 災 に よる も の で は な いか と こと 思わ れる が 、 2 次 焼成 を 受け た 瓦 を 未確認 

で ある た め 、 再 考 す る 余地 は ある 。 

室町 時 代 以 前 の 国分 寺 最 盛 期 に は 周辺 に 49 の 寺院 が あっ た と いわ れ (『 味 地 草 』)、 確 認 調 に よっ て 

淡路 国分 寺 衰 退 期 の 周 辺 集 落と 考え られ た 本 遺跡 が 周辺 寺院 の 可能 性 が ある こと が わか っ た 。 ( 定 松 ) 
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遺構 平面 図
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土器 だ まり 出土 状況 ( 南 か ら ) 

れ て いる も の が 1 点 含 まれ て いた 。 
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土塊 1 が 祭礼 的 な 性 格 の 遺構 で も ある こと は 間違い な い 。 地 鎮 に 関係 する よう に も 思え る が 、 こ の 周囲 

に 同時 期 の 建物 や 他 の 遺構 が 見 られ な いこ と か ら 、 必 ず し も 地 鎮 と は 言い 切れ な い 。 あ る い は 集落 の 境 

究 付 近 に 位置 する こと が 、 遺 構 の 性 格 と 何ら か の 関わ り を も つの か も し れ な い 。 出 土 土師 器 皿 の 法 量 の 

個体 差 は 比較 的 少な く 、 平 均 は 口径 11.9amm・ 高 さ 3.0m・ 底 径 6.0em と な り 、 お よそ 14 世 紀 頃 の も の と 思 

われ る 。 

生 ヶ 坂 遣 跡 は 現在 判明 し て いる 成 相 川 流域 の 弥生 遺跡 の 中 で は 最も 高 所 に 位置 し 、 特 に 当 調 査 区 周辺 

は 河川 下流 域 に 向け て 舌 状 に 張り 出す 微 高 地上 に 位置 する た め 、 幡 多 遺 跡 お よび 河川 下流 域 を 備 臓 する 

に は 絶好 の 場所 と 言え る で あろ う 。 当 遺跡 が 弥生 時 代 の 拠点 的 集落 で ある 幡多 遺跡 と 密接 に 関係 する こ 

と は 間違い な い 。 (山崎 ) 

29.70 ひ へ 

トト 

土塊 1 出土 状況 平 ・ 断 面 図 

土塊 1 出土 遺物
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11 山口 遺跡 一 2 次 調査 一 

所 在 地 三原 町 榎 列 小 榎 列 字 山 口 

困 道 榎 列 111 号 線 道 路 改 良 事 業 

調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 

担当 者 __ 的 崎 薫 

種 _ 別 _ 本 発掘 調査 

調査 期間 平成 13 年 2 月 13 日 へ 3 月 5 日 

調査 面積 お og 

洲
 

中
 

調査 地 は 三原 平野 中 央 に 位置 し 、 三 原川 中 流域 左岸 に 広がる 田園 地帯 で ある 。 上 記 の 事業 に 伴っ て 遺 

跡 範 囲 確 認 調 査 を 行っ た 結果 、 古 代 も し く は 中 世 の 遺 構 を 確認 し た た め 、 既 存 道路 拡張 部 分 に つい て 本 

調査 の 結果 、 柱 穴 や 土塊 を 確認 し た が 、 建 物 跡 の 復元 に は 至ら な か っ た 。 全 体 的 に 遺物 は 少な く 、 遣 
構 か ら は 土師 質 土 器 と 須恵 器 の 小 語 が わずか に 見 られ る だ け で ある た め 、 時 代 は 明確 で は な い が 平 安 へ 

鎌倉 時 代 頃 の 遺跡 で ある 可能 性 が 高い 。 

また 、 今 回 の 調査 区 北東 部 の 上 層 か ら は 一 石 五 | 

輪 培 が 出土 し て いる 。 調査 地 は 榎 列 小 榎 列 に 位置 
する が 、 こ れ よ り 東 側 は 榎 列 西川 に あたり 、 境 界 

石 と し て 使用 され て いた も の と 考え られ る 。 

2 まとめ 

本 遺跡 は 平安 一 鎌倉 時 代 の 範 購 に ある 遺跡 で あ 

る こと が わか っ た 。 今回 の 調査 は 上 記事 業 の 最 南 

部 に あたり 、 こ れ よ り 北 側 で 行わ れ た 調査 で は 遺 

構 を 確認 し て いな いこ と か ら 、 遺 跡 は 東西 に 広 が 

っ て いる も の と 推測 され る 。 

(的 崎 ) 

ん 

調査 区 全景 ( 北 よ り )
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12 世 紀 初 頭 さき に 

本 調査 は 、 三 原町 八木 国
分 地区 で 計画 され て いる 同

体 営 剛 場 整備 事業 に 伴う 調査 
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まとめ 
本 調査 に より 、 調 査 地 北 半 の 一 部 に お いて 平安 時 代 

後半 頃 の 』 
2 

(坂口 ) され る 。 1 トト 落 跡 が 想 2 
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調査 区 設定 図



13 辻 ノ 内 遺跡 一 2 次 調査 

所 在 地 _ 西 淡 町 志 知 志 知 字 辻 ノ 内 

事業 名 ショ ッ ピ ング セン ター 建設 事業 

調査 主体 _ 西 淡 町 教育 委員 会 

担当 者 __ 定 松 佳 重 

種別 _ 確認 調査 

調査 期間 平成 1 年 7 月 2 日 4 日 

調査 面積 "68 (8 ヶ所 ) 

1 _ 調査 内 容 

本 調査 地 南 に は 中 世 城 跡 で ある 志 知 城 が 立地 する 。 志 知 城 は 南北 朝 期 に は 南朝 に 味方 し た 武士 の 拠点 

と な り 、 周 辺 を 流れ る 河川 は 堀 と 水運 の 両 役割 を 果たし 、 近 世に は 水城 的 要素 を 持つ 平城 に 改築 され た 。 

16 世 紀 代 に は 淡路 水軍 の 重要 拠点 と し て 活躍 し た が 、17 世 紀 初 頭 に 西 淡 町 松 帆 古 津 路 の 三原 川 河口 に 叶 

常 城 が 築 か れ 志 知 城 は 廃 さ れ た 。 現在 外堀 は ほとん ど 埋 め ら れ た り 用 水路 に 改修 され 旧態 は 見 られ な い 。 

作付 け 中 の 農作物 の 関係 か ら 平成 1 年 3 月 に 1 回 目 の 確 認 調査 を 行い 、 須 恵 突 ・ 土 師 器 ・ 弥 生 土 突 ・ 

白磁 皿 が 出土 し て いる 。 遺構 は No.1・2 で 検出 し た 。 遺構 面 は 2 面 確認 し 、 第 1 遺構 面 は 中 世 、 第 2 

遺構 面 は 弥生 時 代 中 期 へ 後期 と 考え られ る 。No. 6 の 表土 下 85am で は 浅い くば ぼ 地 に 堆積 し た 遺物 包含 層 

で ある 黒色 系 シル ト よ り 5 世紀 後半 の 須恵 器 ( 高 ) や 土師 器 ( 陣 ) が ほぼ 完 形 で 出土 し た 。 

2 まとめ 

本 遺跡 は 弥生 時 代 ・ 古 墳 時 代 ・ 中 世 の 遺 跡 で ある こと が わか っ た 。 調査 対象 地 で の 遺構 立地 状況 は 東 

部 (No.1 へ 3) は 馬 乗 捨 川 の 微 高地 と な り 遺 構 が 立地 する 。 中 央 部 (No. 6 ) は 馬 乗 捨 川 の 後背 湿地 

と な り 、 西 部 (No.4・5・7・8) は 西 を 流れ る 新川 の 影響 を 受け 砂 質 土 が 堆積 する 。 

遺構 は 字 「 辻 ノ 内 」 地 内 で 確認 し て お り 、「 辻 」 と いう こと 、 第 1 遺構 面 の 時 期 が 中 世 で ある こと か 

ら 、 第 1 遺構 面 は 記 知 城 と の 関連 が 十分 に 考え られ る 。 ま た 、No. 6 出土 の 土師 器 塊 は 約 1.4km 北 に 位置 

する 雨 流 遺 跡 か ら 出 土 し て いる も の と 同形 態 で あり 、「 須 上 恵 器 模 仮 土師 器 」 と 言わ れ て いる も の で ある 。 

近隣 地域 で は この 須恵 器 を 模 信 し た 土師 器 の 出土 は か な り 限 定 さ れ 、 北 九州 地方 や 関東 ・ 東 北 地 方 に 多 

く 見 られ る 技法 で ある こと か ら 、 雨 流 遺 跡 で は それ ら 地 域 と の 密接 な 関連 が 考え られ て いる 。 そ し て 本 

No. 6 出土 遺物 調査 区 設定 図 

| 
| 
| 
| 
|
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調査 内 容 
本 遺跡 は 

に 由来 する と いわ れ て いる 。 北 に は 国生 み 神 話 で 有名 な お の ころ 島 神 視 

側 で は 縄文 時 代 中 期 の 土器 が 出土 し て いる 。 

1 

北
 

貴
 

の
 

ヽ 

き 
る 

て
 

ざ
さ
 

島
 

わ
 

ろ
 

か
 

こ
 

と
 

の
 

こ
 

お
 

る
 

\
 

い
 

し
 l 

て
 

座
 

れ
 

針
 

さ
 

か
 

上 誠
 

時
 

が
 
弥
 

遣
 

に こ 
に
 たつ
.
 

立
 口 

原川 中 流 右岸 に 位置 し 、「 幡 多 」 と いう 地名 は 古代 朝鮮 か ら の 渡来 系 氏族 ・ 秦 氏 の 居住 地 

事業 実施 に 先立ち 、 遺 跡 範 囲 確認 調査 を 行っ た 結果 、 

構 に 損壊 を 与え る 部 分 の 記録 保存 を する こと と な っ た 。 

【B 地区 】 

色 シ ルト が 堆積 し て 時 
O ババ 

原平 野 の 沖積 地 と 扇 状 地 の 境 に あたり 、 湧 水 地 

穴 に は 径 約 15 

了 も 確認 し た 。 

延長 44.6m、 幅 3 m を 測る 。 東 部 で は 遺構 は な く 、 大 規模 な 落ち を 検出 し た 

お り 、 遺 構 掘 削 時 か ら 常 に 湧 水 し て いた 。 遺跡 周辺 は 
で ゆ 

点 (淡路 で は 出 湧 と 呼ぶ ) が 数 多く 存在 し 現在 で も 田畑 を 潤し て いる 。 お そら く こ の 落ち 状 遺構 も 出 湧 

われ る 。 こ の 沙 ち 状 遺 構 よ り 西 に 遺構 は 展開 し 、 地 形 的 に は 現 集 落 か ら 続く 張り 出し 状 の 高まり 」 ルー と 

建物 を 2 棟 検出 し た 。 調査 幅 が 狭い た め 全 体 の 規模 は 不明 で ある 。 村 に 立地 する 。 掘 立 村 

1 棟 は 錯 を 持つ 。16 世 紀 代 の 備前 焼 大 格 片 を 多く 含む cm の 石 が 入っ て お り 、 

【C 地区 】 

延長 75m、 幅 2 m を 測る 。 調査 区 北部 は 剛 ベ ー ス で 浅い 溝 遺構 を 検出 し た 。 明 確 な 遺構 は 南 半 分 で 検 

出し た 。 遺構 面 は 2 面 あ り 、 第 1 遺構 面 の 遺構 より 瓦 器 塊 が まとまっ て 出 

り 、13 世 紀 代 と 思わ れる 。 

【D 地 区 】 

し た 。 高 台 が 退化 傾向 に あ 

延長 8.7m、 幅 2m を 測る 。 自 然 流 路 を 検出 し 、 そ 

二 重 ら 弥 生 時 代 後期 の は ほぼ ば 完 形 に 復元 で きる の 左肩 か 

部
 
は
 

底
 
く
 

に
 
し
 

う
 

も を
 

ょ 
東
 

た 
廃
 

れ
 
の 

回
 
で
 

て
 
所
 

れ
 
場
 

さ
 
の
 

田
 -
 
そ
 

い
い
 

か
 
り
 

時
 
あ
 

。 
に 

t 
レ
 
L
 

7
 
1
 

し 
が 

1
】
 

所
 レル 

ゴー 
坪
 口 

出
 
緑
 

が
 
口
 

描
 

し 
級
 
南
 

か
 

破損 で ある こと が わか る 。 

【E 地区 】 

ペ 延長 56.8m、 幅 2m を 測る 。 遺 構 面 は 2 面 確認 し 
第 1 遺構 面 東端 部 で 土師 器 鉢 に 皿 ・ 塊 が 3 枚 重なっ て っ 

竹 FE し た 。 古銭 は な く 、 中 世 の も の と 思 和 人 っ た 状態 で 出 

われ る 。 
調査 区 設定 図



2 まとめ 

本 遺跡 は 弥生 時 代 ・ 鎌 倉 時 代 ・ 室 町 時 代 の 遺跡 で ある こと が わか っ た 。 弥生 時 代 は 二 重 口 縁 夫 の 出土 

の み で ある が 、 確 認 調 査 時 に も 弥生 時 代 中 期 の 土器 を 確認 し て いる こと か ら 、 東 に 位置 する 幡多 遺跡 と 

の 関連 が 考え られ る 。 B 地区 で は 出 湧 遣 構 を 確認 し た 。 今 まで 出 湧 が 農作業 に は 利用 され て いて も 生活 

水 と し て 利用 され て いた か は 不明 で あっ た が 、 出 湧 の すぐ そば で 掘 立柱 建物 を 検出 し た こと で か な り 密 

接 な 関係 に あっ た と 推測 で きる 。 掘 立柱 建物 か ら は 瓦 器 が 出土 し て お ら ず 、15~16 世 紀 と 思わ れる 。 

本 調査 で は 13 世 紀 の 遺 構 は C 地 区 で し か 確認 され て いな い 。 三 原 郡 内 の 中 世 遣 跡 か ら は 瓦 器 塊 が 量 的 

に は 出土 し て いな か っ た が 、C 地 区 か ら は まとまっ て 出土 し て お り 、 三 原 郡 に お ける 瓦 器 塊 を 考え る 上 

で 重要 な 遺跡 と な っ た 。 ( 定 松 ) 

出土 遺物 

1 D 地 区 2・3 C 地 区 4ー7 E 地 区 (上 か ら 1 枚 目 ・ 2 枚 目 ・3 枚 目 )



15 国分 遺跡 一 2 次 調査 

所 在 地 三原 町 八木 国分 字 平 河内 外 

調査 期間 平成 13 年 8 月 2 日 9 

1 _ 調査 内 容 

本 調査 は 、 先 の 確認 調査 成果 を 受け て 実施 し た 排水 路 部 分 の 調査 で ある 。 調査 は 工 字 型 に ム ん ・B の 調 

区 を 設定 し 、 重 機 ・ 人 力 併 用 で 進め て いっ た 。(P32 参 考 ) 

調査 の 結果 、A 地 区 西部 に お いて 掘 立柱 建物 を 3 棟 確認 (建物 1 3 ) し た 。 建物 は いずれ も 座標 北 

に 対し 13ー へ 14" 東 に 傾き を 持つ こと か ら 、 は ほ ば ぼ 同 時 期 の も の と 考え られ る 。 そ の 内 建物 1 は 補足 調査 に 

より 、 南 北 3 間 メ 東西 2 間 以 上 の 規模 が 想定 され 、 根 石 を 持つ 柱 穴 が 多い 。 出土 遺物 が 非常 に 少な く 年 

代 決 定 の 判断 は 難し い が 、 建 物 2 の 54 ( 柱 穴 ) より 須恵 突 提 鉢 (底部 ) の 破片 が 出土 し て お り 、11 世 紀 

後半 へ 12 世 紀 初 頭 頃 に 位置 付け で きる 。 

2 まとめ 

本 調査 に より 、 平 安 時 代 後期 の 集落 を 確認 し た 。 (坂口 
マン 磁 北 座標 北 
< 確認 調査 区 No.10 

Y ミ 41.320. 

> 
マミ 41,.310. X ニ ー189.085. 

| マ =41.830. 

jiji トト 

4 5 / @/ ー ーー ーー 

補足 7 へ ・ 
遺 槽 44 8 

遺構 43 一 ーー 

(と | | メニ ー189,090. 

補足 6 

9 2 4m 断ち 割り 

A 地 区 平面 図 ・54 出土 遺物 実測 図 
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は 1.11.4m で ある 。 出 土 遺物 は 少な い が 、 室 町 時 代 と 考え る 。 

B 地 区 遺構 配置 図



【F 

間 以 

物 3 は 遺 # 

地 区 】 

建 替 え を 行っ た も の と 考え られ る が 、 遺 * 

掘 立 柱 建 物 を 3 棟 確 認 し た 。 建 物 1 は 梁 行 3 間 以 」 

上 x メ 桁 行 4 間 で 、 建 物 3 は 染 行 1 間 x 桁 行 2 間 で あ 

埋 士 や 方 角 な どか ら 建 物 1 ・ 2 に 人 入 

Fx 桁 行 4 間 の 克 付 き 総 柱 建 物 で 、 建 物 2 は 梁 行 1 

る 。 建物 1 と 2 は 1 間 が 2.0m と 同じ こと か ら 、 

の 切り 合い が 見 られ な いこ と と 、 遺 物 が 少な いこ と か ら 前 後 

関係 は 不明 で ある 。 建物 2 の 柱 穴 か ら は 16 世 紀 末 の 輸入 陶磁 器 で ある 青花 碗 が 出土 し て いる 。 ま た 、 汗 

ド F う も の で は な く 、 や や 時 代 が 古い と 考え る 。 

【G 

み ら れ 、 コ 

【 I 

地 

地 

区 】 

区 】 

F 地区 遺構 配置 図 

寺跡 と し て 『 味 地 草 』」 に 描か れ て いる 調査 区 で ある 。 

遺 

て い 

【」 

構 

な 

地 

印 が 

区 】 

い 。 包含 

坦 
汗 構 
印 が 

2 面 あ り 、 両 面 と も 中 ] 

層 か ら は 姜 形 の 中 心 人 

F 玩 か ら は 陶磁 器 類 ・ 瓦 ・ 土 師 質 土器 ・ 畑 姓 な ど が 出土 し 、18 世 紀 

出土 し て いる こと か ら 、 寺 院 関連 遺構 と 思わ れる 。 

世 の 遺 構 を 確認 し た が 、 調 

遺 

【K 

面 

地 

は 15 

区 】 

遺跡 の 西 限 

2 ま と め 

か 出 

正吉 

1 へ 5 血 極 の 不定 形 な 土塊 が 5 基 と 柱 穴 が 数 穴 

頃 と 考え られ る 。 上 瓦 が 多数 

査 区 が 狭い た め 建 物 跡 の 復元 に まで は 友 っ 

『 り を も つ 唐 草 文 軒 平 紀 が 出土 し て いる 。 

の C 地 区 で 詳し く 述 べ る 。 

し て いる こと か ら 、 中 1 過 

唐草 遺跡 は 東西 約 330m、 南 北約 80m の 微 高地 」 

土 し て いな いこ と か ら 、 

2 面 あ り 、 下 層 の 遺構 か ら は 漆 片 が 出土 し て いる 。 両面 と も 室町 時 代 頃 と 考え られ 、 下 層 の 

世紀 代 と 考え る 。 

で ある 。 調査 区 は 南側 2 m が 排水 路 部 分 で 、 現 町 道 に 沿っ た 残り の 北側 が 町 道 拡幅 部 分 で 

ある た め 、 唐 草 遺 跡 4 次 調 

上 に 立地 し て いる 遺跡 で ある 。 室 町 時 代 以 後 の 遺 物 し 

その 頃 か ら こ の 周辺 で 生活 が 営ま れる よう に な り 、 瓦 や 輸入 陶磁 器 な ど が 

以降 の 寺院 関連 遺跡 と し て 考え られ る 。 (的 崎 )
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北宋 ) な ど が 出土 し て いる 。15 世 紀 代 と 思わ れる 。 

穴 や 土 琉 を 確認 し た が 、 遺 物 が ほとん 

【A 地 区 】 

遺構 面 を 2 面 確認 し た 。 上 層 の 遺構 面 で は 土塊 を 確認 

し 、 土 師 質 土 器 皿 や 土鍋 ・ 備 前 焼 ・ 瓦 質 の 火鉢 ・ 瓦 ・ 銅 

製品 ( 碗 か 鉢 の 口 縁 部 ?)・ 皇 宋 通 頃 ( 初 鋳 1038 邊 

下層 の 地 山 で ある 長 混 黄 褐 色 粘 質 土 を ベー ス と し た 遺構 面 で は 村 

け 、A 地 区 に 隣接 する 調査 区 で あり な が ら 1m も 段差 が ある 。 い ハ へ 

ど 出 土 し て いな いた め 時 代 は 明確 で は な い が 中 世 の 範 購 と 考え られ る 。 

【B 地区 】 

後世 の 水田 化 に よる 削 平 を 遺構 面 ま で ぅ 

し て いる が 、 全 て 小片 で あり 年 代 を 明確 に す 

遺構 の 密度 は 高い が 調査 範囲 に 限り が ある た め 、 建 物 を 構成 し て いた と 思わ れる 柱 列 を 1 列 だ け 復 元 で 

きた 。 こ の 建物 跡 は 1 間 が 約 1.8m で 4 間 確 認 し た が 、 北 側 の 調査 区 外 へ 続く 可能 性 が 考え られ る 。 遺 

構 か ら は 土師 質 土器 皿 や 土鍋 ・ 瓦 ・ 輸 入 陶磁 器 な ど が 出 

る の は 難し い 。 包含 層 か ら は 姜 形 の 中 心 飾 り の を も つっ 中 世 の 唐 草 文 軒 平 瓦 が 出土 し て いる 。 こ の 瓦 と 同文 

の 軒 平 瓦 は 以前 に この 周辺 で 採集 され た 瓦 と 画 場 整 備 に 伴う 発掘 調査 (2 次 調査 ) で 出土 し た 瓦 だ け で 、 

瓦 の 報告 は され て いな いで あろ う 。 レト らく 同文 の 軒 原 郡 内 で は お そ 

唐草 文 軒 平 瓦 (S 三 2



【C 地 区 】 

調査 区 は 南側 2 mm が 排水 路 部 分 で 、 現 町 道 に 沿っ た 残り の 北側 が 町 道 拡 幅 部 分 で ある 。 当 初 は 田 画 3 

筆 分 が 調査 予定 で あっ た が 、 一 番 西側 の 田 画 で は ベー ス 面 が 不安 定 に な り 遺 構 も 確認 で き な か っ た の で 、 

遺跡 範囲 外 と し た 。 こ の あたり が 唐草 遺跡 の 西 限 と 思わ れる 。 遺構 面 は 2 面 あ る が 、 上 層 の 遺構 と し て 

確認 し た の は 遺構 28 の み で ある 。 遺構 28 は 長 さ 2.8m、 幅 1.2m 程 の 細長 い 遺 構 で ある が 、 遺 構 の 側 ・ 旗 

面 に 厚 さ 10am 以 上 の 粘土 を 張り 付け て いた 。 埋 士 の 状態 か ら 池 と は 考え に くく 、 一度 に 埋め 戻し た よう 

な 感じ に や 土師 質 土器 ・ 輸 入 陶磁 突 ・ 須 恵 突 ・ 瓦 な ど が 放り 込ま れ て いた 。 遺構 18 は 東西 に 5 mm ほど 

の 幅 を 持ち 、 深 さ は 0.6m を 測る 土塊 で ある 。 上 層 ほ ど 遺 物 が 多く 、 完 形 の 土師 質 土器 皿 や 巴 文 軒 丸 瓦 ・ 

東 播 系 提 鉢 ・ 瓦 質 土 器 ・ 輪 入 陶磁 器 ・ 出 寧 元 寅 ( 初 鋳 1068 年 ・ 北 宋 ) な ど が 出土 し た 。 白磁 碗 な どか ら 

15 世 紀 代 と 考え られ る が 、 上 層 遺 構 の 遺構 28 も あま り 時 期 差 の な いも の と 思わ れる 。 

C 地 区 遺構 配置 図 

ーー トー レン / Is fs 

ーー ツ ッ 。 で ーー 

m 4 る, さく る ろ , 
C 地 区 遺構 18 出土 遺物 (S 三 4 

1 ご 3・5・6 土師 質 土 器 4 白磁 7・8 須恵 器 

2 まとめ 

唐草 遺跡 で は 、 今 回 の 調査 に 先行 し て 画 場 整 備 事 業 に 伴う 本 発掘 調査 を 行い 、 大 凡 の 遺跡 範囲 と 時 代 

を つか むこ と が で き て いる 。 範囲 は 東西 約 330m、 南 北約 80m の 微 高地 上 に 立地 し て いる 。 時 代 は 採集 

品 で ある 石 鎮 以外 は 室町 時 代 以後 の 遺物 し か 出土 し て いな いこ と か ら 室 町 時 代 以後 に この 周辺 で 生活 が 

営ま れ た と 考え る 。 ま た 人 石 鱗 に 関し て は 、 当 遺跡 より 500m 北 西 に 弥生 時 代 後期 の 遺構 ・ 遺 物 を 確認 し 

て いる 式 添 遺跡 が 立地 し 、 そ こ か ら 現 在 で も 猪 や 鹿 が 現れ る 当地 を 狩猟 場 と し て 訪れ て いた と 推測 され 

る 。 室 町 時 代 以後 は 、 近 隣 に ある 覚 住 寺 に “『 昔 は 周辺 に 大 小 の 寺院 が 点 在 し て いた "と 残さ れ て いる こ 

と や 、 遺 跡 範 囲 内 に は 寺院 関連 と 考え られ る 小字 名 が 多く 残っ て いる こと 、 今回 と 較 場 整備 に 伴う 調査 

結果 か ら 寺 院 関連 施設 に よっ て 当地 周辺 が 開け た 可能 性 が 高い 。 (的 崎 ) 
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まとめ 

本 調査 に より 、 平 安 時 代 後期 か ら 中 世に か け て の 遺構 が 分 布 す る こと が 確認 で きた 。 集落 も 広範 囲 に 

2 

され る 。 上 広がる も の と 想 

139 る 

oe 

調査 区 設定 図
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19 お の ころ 島 遺 跡 ー 5 次 調査 一 

所 在 地 原町 榎 列 下 幡多 字 北 ノ か ち 外 

事業 名 

調査 主体 

担当 者 

別 

町 教育 委員 会 

・ お の ころ 線 道 路 改 

査 期 間 

人 査 面積 

成 14 年 1 月 7 日 

1 調査 内 容 
三原 平野 の 北東 部 、 三 原川 と 成 相 ) 

へ 3 月 25 日 

中 に 挟ま れ 、 

る 低 平 な 三角 州 の 境界 付近 

A 地 区 で は 古墳 時 代 と 中 

遺構 77 は 遺構 押 

裕 皿 は 大 きい も の が 

も の は 永楽 通 害 (1408 年 ) で ある 。 

る 土師 秦 」 

ト で 破 固 

A 地 区 東端 と B 地 

に 位置 する 。 東 北方 

世 の 遺 構 が 検出 され た 。 

流 路 状 の 窪地 (遺構 5) に は 、 6 世紀 前 後 の 土 師 器 

片 化し た 大 小 土 師 器 

1 が 出土 し て いる こと か ら 、 両 者 の 時 

02 建 築 に 先立っ て 地 鎮 を 行っ た も の で は な い だ ろ うか 。 SB 

設 が 付く 総 柱 建物 で ある 。 桁 行 は N45" W を 示す 。 SB01 は 2 x 4 間 の 

示す 。 柱 穴 内 か ら 白 磁 や 底部 ヘラ 切り の 土師 器 小 皿 な ど 、12] 

区 西端 は 20m 程 見 れ て お り 、B 地区 で は 古代 末 ー 中 

] に 弥生 へ エロ 

・ 須 恵 器 を 含む コ 

と 古銭 9 

遺構 77 は S B02 内 に 位置 し 、 

期 差 は 少な く 関 連 

2 は 

世紀 の 遺物 が 出 ゴ 

SB02 

2 X 3 

間 柱 建 

示す 建物 群 い 
」 

集落 の 建物 と は 区 別 さ れる べき と 考え る 。 

多く の 遺構 か ら 土 

よう で ある 。 他 に 

時 期 幅 は 12 世 紀 初 頭 か ら 

器 (失う ・ 小 

土師 秦 陣 、 瓦 器 塊 ・ 

13 世 紀 前 半 と 思 

を 中 心 に 完 

II、 東 播 系 小 上 恵 突 の 導 ・ 

計画 

片口 鉢 、 

画 河 川 に よっ て 形成 され た 扇 状 地 と 成 相 

世 の 複 合 遺跡 で ある 幡多 遺跡 が 広がる 。 

柱 穴 か ら 

間 以 上 で 、 

川 周 辺 に 広 が 

[上 鶴 だ まり が 形成 され て いた 。 

枚 が 積み 重なっ て 出土 し た も の で ある 。 土師 

口径 11.011.9m、 小 さい も の が 口径 8.59.0m、 古 銭 の うち 初 鋳 年 の 最も 新しい 

316 世紀 上 E 

する 遺構 と 考え られ る 。 遺構 77 は S B 

南北 東 に 付属 的 な 施 

と 思わ れ 

物 で 、 染 行 は N29" E を 

[上 し て 

世 の 遺 構 昌 

ゝ る 。 

を 検出 し た 。 東側 は 

棟 と B 群 

特に A 群 に つい て 、 建 物 規 模 が や や 大 きい の に 加え 、 建 物 内 の 柱 通 り が 良く 、9 棟 

正確 に N27" E を 示し 、 建 物 間 で も 柱 筋 を 揃え る な ど 、 極 め て 

2 に 近い も の が 出土 し て お り 、 盛 ん に 祭祀 

柱 穴 が 密集 し 、 特 に 側 柱 建物 の 復元 は 困難 で ある 。 総 柱 建 物 に つい て は 主要 な 衆 行 柱 問 が 2.0 ご 2.4m を 

(A 群 ) と 1.21.4m を 示す 建物 群 (B 群 ) に 分 か れ 、A 群 9 5 棟 が 復元 で きた 。 

6 棟 は 柱 筋 が ほぼ 

的 に 施行 され た 建物 群 で あり 、 一 般 

を 行っ た 

白磁 碗 ・ 

われ る 。 ま た 土師 器 供 膳 具 の 多 さ に 比べ て 、 土 師 器 煮沸 具 が ほ 

1 等 が 出土 し て お り 、 

と ん ど 出 土 し て いな いこ と も 、B 地 区 が 一 般 集落 と 区 別 さ れる こと の 傍証 と な る で あろ う 。 

2 まとめ 

B 地区 の 豊富 な 一 括 遺 物 は 三原 平 野 周 辺 に お ける 

大 め て 重要 な 資料 と な る で あろ う 。 三 原 平野 周辺 は 中 世 を 通じ 、 

小皿 が つく られ て いく 地域 で ある 。A 地 区 遺構 77 の よう に 大 小 の 

し て 回 転 合成 

の セッ ト は 中 

世 前 半 の 土器 の 変遷 を た どっ て いく 上 で 、 今後 極 

に より 土師 器 

世 末 まで 残る 。 当 遺跡 

[ (内)・ 



師 器 以外 に 瓦 器 塊 が 存在 

われ る 。 いい 編 年 の 一 3 一 四 一 3 に 収まる と ) 

ト 師 器 塊 消 滅 後 も 一 定期 間 残 っ て いく よう で ある 。 上 瓦 器 塊 は 和泉 型 の 特徴 を 示し 、B 地 区 

ーー 

で は 回 転 台 土 師 器 塊 も 出土 し て いる が 、13 世 紀 中 葉 以 降 は 出土 し な い 。 塊 は 

し 、 瓦 器 塊 は 

出土 の も の は 尾 

土師 器 供 膳 具 の 底部 切り 離し 技法 か ら 、 ヘ ラ 切 り の み 、 ヘ ラ 切 り と 和泉 切 り の 混在 、 糸 切り の み の 3 段 

階 に 分 けら れる よう で 、 仮 に 古 ・ 中 ・ 新 段階 と し て お く 。 遺構 210 は 総 柱 建 物 柱 穴 で 、 古 段階 と 思わ れる 。 

5 ぶ 

の 

の 0 
// 

A 地 区 遺構 平面 図 

A 地 区 遺構 5 土器 だ まり (南東 か ら ) 遺構 77 ( 東 か ら ) A 地 区 

A 地 区 遺構 77 出土 遺物



底部 ヘラ 切り の 土師 器 皿 

で に は 底部 ヘラ 

12 世 紀 代 は 中 

切り は 消滅 し て 

・ 小 皿 と 堺 に 加え 、 人 須恵 突 審 は 香川 県 の 

思わ れる 。 遺 構 101 は 新 段階 と 思わ れる 。 供 伴 す る 上 瓦 器 塊 は 尾上 編 年 邊 一 1 ご 2 と 思わ れ 、12 世 紀 末 ま 

^ く と 推定 され る 。 

世 的 な 土師 器 供 著 具 の 成立 に 続い て 、 そ れ ら の 底部 切り 離し 技法 が 糸 切 り と な る 、 土 師 

が め や ま 

上 山 窯 産 の も の で は な いか と ー
ー
 

秦 塊 に 加え て 瓦 器 が 登場 する な ど 、 技 法 や 内 種 の 変遷 が 激しく 、 詞 外 と の 流通 、 あ る い は 土器 の 製作 

技法 の 

より 多 

B 地 区 の 建 

果 の み で その 性 

区 の 北側 に は 、 

物 表 

ぶ 播 が 非常 に 盛ん で あっ た 時 

く の こ と が わか っ て くる に 違い な い 。 

ff に つい て 、 一 般 集 落と は 違っ た 建物 群 で ある こと は 間違い な いと 思わ れる が 、 発 掘 成 

文 」(1223 年 ) に よる と 当地 周辺 は 「 笑 原 保 」 

国 衝 領 

氏 平 で 水利 が 良い 三角 州 地 帯 が 広がっ て お 

て 最も 再開 発 の 行い 

地区 SB01 や B 地 区 A 表 

格 等 を 述べ る こと は 難し い 。「 淡 路 国 大 田 

に 属し て お り 、 古 代 末 に 衰退 し た 郷 を 保 に 再編 し 、 

期 と 考え られ る 。 今後 、 さ ら に 整理 ・ 分 類 作 業 を 進め て いく で 、 

て 検出 され た 建物 群 に つい て は 、 条 里 地 割 の 再開 発 と 密接 

の 建物 に つい て は 保 の 

後半 以 

開発 の 

13 世 紀 

どか ら 、 

る の は 開発 地 の 移動 が 直接 の 原 

古墳 時 代 の 遺構 に つい て は 遺 * 

る 可能 性 

時 に も 

! 核 と な る よう な 建物 の 可能 性 も 考え られ る 。 

の 再開 発 を 進め て いっ た と 考え られ る 。 B 地 

り 、 履 状 地 が 大 半 を 占め る 「 笑 原 保 」 に お い 

か っ た 場所 と 推定 され る 。 ま た 三角 州 地 帯 の 条 里 地 割 は 約 N30" E を 示す が 、A 

ff の N27 ア 7 E を 示す 6 棟 は この 方 位 に あわ せ て 建て られ た と 考え られ る 。 し た が っ 

に 関わ っ て 建て られ た と 推定 され 、 特 に A 群 

5 の 土器 だ まり の み で 住 

が 高い 。 

降 、 幡 多 遺 跡 若宮 地区 3 次 調査 の 成果 (三原 郡 埋蔵 文化 財 発 掘 調査 年 報 」2001) な 

! 心 は 次 第 に 局 状 地 へ 移っ て いく も の と 考え られ る 。193 世 紀 前 半 に 当 遺 跡 が 終 玄 を 迎え 

因 と 思わ れる 。 

居 跡 等 の 検出 は 無かっ た 。 た だ し この 北側 の 

古墳 時 代 の 包含 層 が 確認 され て お り 、 土 器 だ まり の 北側 に 古墳 時 代 の 遺跡 が 広がっ て い 

(山崎 ) 
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2 まとめ 

本 調査 に より 、 ほ ば ぼ 全 域 に 中 世 、 南 西部 に は 弥生 時 代 、 国 
を 確認 する こと が で きた 。 ま た 

の び て お り 、 

れ た と も の と 思わ れ 

肛 
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査 地 中 央 に は 

を 避け て 造営 され た と 思わ れる 。 

形 の 埋没 が 進み 、 柱 穴 状 の 遺構 分 布 が 認め られ る よう に な り 、 

る 。 
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22 国分 遺跡 一 6 次 調査 

所 在 地 三原 町 八木 国分 字 カ ラ シ カ キ 外 

事業 名 _ 基盤 整備 促進 事業 

調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 

担当 者 _ 坂口 弘 真 

種 _ 別 _ 本 発掘 ・ 確 認 調 査 

調査 期間 平成 14 年 8 月 9 日 へ 

平成 15 年 1 月 21 日 

調査 面積 1.258 志 

1 _ 調査 内 容 

本 調査 は 上 記 の 、 八 木 国 分 地区 で 計画 され て いる 団体 営 画 場 整備 事業 に 伴う 調査 で ある 。 調査 地 は 標 

高 27.2535.80m を 測る 水田 か ら な り 、 地 下 の 遺 跡 に 影響 が お よぶ 排水 路 部 分 を 中 心 に AD 地区 の 調 

査 を 行っ た 。(P49 参 考 ) 

調査 の 結果 、 国 分 寺西 限 築 地 か ら 約 70m 西 の 地点 で 国分 寺 創 建 に 伴う 半 地 下 式 有 灯 平 窯 1 基 や 弥生 ・ 

奈良 ・ 平 安 時 代 ・ 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 の 確認 が で きた 。 上 瓦 窯 の 報告 は 別項 に 譲る と し て 、 以 下 主 要 調 査 区 

の 概要 を 記す 。 

【A 地 区 】 

国分 寺西 限 築 地 か ら 西 方 向 に の びる 調査 区 で 、 総 延長 約 320m を 測る 。 調査 区 の ほぼ 全域 で 遺構 を 確 

認 し た が 、 国 分 寺 に 近い 東端 は 遺構 の 密度 が 低く 、 逆 に 西 半 に は 平安 時 代 未 か ら 中 世に か け て の 遺構 が 

多く 分 布 す る 。 特 に 7073 区 に か け て は 、 無 数 の 柱 穴 や 土塊 な ど を 確認 し た 。364 か ら は 土師 器 の 皿 ・ 

雪 類 が 出土 し て いる 。 こ れ ら の 土師 器 の 底部 外面 の 技法 は ヘラ 切り と 泉 切 り の 両者 が 認め られ る 。408 

か ら は 、 高 台 が 付く 土師 器 塊 や 皿 、 白 磁 碗 が 出土 し て いる 。 

また 69 区 周辺 に は 弥生 土器 (中 期 後半 ) が 含ま れる 遺構 が 幾つ か 確認 で きた 。 

【B 地区 】 

立場 面 の 削 平 が 行わ れる 調査 区 で ある 。 調 査 範 囲 が 狭く 建物 と し て 把握 は で き て いな い が 、 柱 穴 状 の 

遺構 や 土塊 ・ 潮 等 を 確認 し た 。 7 か ら は 弥生 土器 (中 期 後半 ) が 出土 し て いる 。 

52 か ら は 体 部 に 凸 帯状 の 膨らみ を 持つ 両 黒 と 思わ れる 黒色 土器 塊 や 黒色 土器 鉢 な ど が 出土 し て いる 。 

共 伴 し て いる 土師 器 皿 ・ 走 の 底部 外面 は すべ て ヘラ 切り で ある 。 

2 まとめ 

本 調査 に より 、 弥 生 ・ 奈 良 ・ 平 安 時 代 ・ 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 を 確認 する こと が で きた 。 特 に 国分 寺 に 隣 

接する 形 で 創建 期 の 瓦 窯 を 確認 し た こと は 、 非 常に 大 き な 成 果 と な ろう 。 ま た 、 こ れ ま で の 国分 寺 周 辺 

で の 調査 成果 も あわ せみ る と 、 平 安 時 代 後期 か ら 中 世に か け て 集落 が 拡大 し た も の と 思わ れる 。 さら 

に 個々 の 遺構 か ら は 、 底 部 外面 の 技法 が ヘラ 切り か ら 回 転 糸 切り へ の 変化 が お える 土師 器 皿 ・ 二 類 の 資 

料 が 含ま れる な ど 、 上 興 味 深 い 遺 跡 で ある こと が わか っ た 。 (坂口 ) 
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23 栗原 遺跡 一 2 次 調査 

所 在 地 _ 三原 町 神代 浦 壁 字 栗原 外 

事業 名 県 営 土 地 改良 総合 整備 事業 

調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 

担当 者 定 松 佳 重 ・ 山 崎 裕司 
種別 本 発掘 調査 
調査 期間 平成 14 年 8 月 19 日 へ 9 月 20 日 

調査 面積 563.4 届 

1 調査 内 容 
条 原 遺跡 は 三原 川上 流 右 岸 の 論 鶴 羽山 の 裾 に 位置 する 。 調査 区 の 谷 を 挟ん だ 北側 に は 、 有 力 国 人 と し 

て 淡路 十 人 衆 の 一 人 に 数 えら れ て いる 島田 氏 の 居館 と いわ れる 栗原 城跡 (鎌倉 戦国 時 代 ) が 立地 する 。 

南東 約 300m の 山頂 に は 山城 で ある 中 の 子 城跡 が 立地 する 。 

柴原 城 は 周知 の 遺跡 と し て 登録 きれ て いた が 、 本 事業 に 伴う 遺構 範囲 確認 調査 で は 関連 する 遺構 ・ 遺 

物 は 確認 で き な か っ た 。 し か し 、 一 部 遺跡 の 包 蔵 が 確認 され た た め 、 遺 構 面 に 掘削 の 及ぶ 箇所 を 記録 保 

存する こと と な っ た 。 

【A 地 区 】 

標高 120.9m を 測る 。 耕作 土 直 下 が 地 山 と な り 、 谷 状 に 落ち 込ん だ と ころ か ら 時 期 判定 困難 な 土師 質 

土 突 片 が 数 点 出土 し た 。 

【B 地区 】 

標高 126.3ー127.3m を 測る 。 確 認 調 査 で は 溝 状 遺 構 を 確認 し 、13 世 紀 前 半 の 瓦 器 塊 が 出土 し て いる 。 

調査 区 内 東 半分 で 土 撤 群 と それ に 付随 する 溝 を 確認 し た 。 溝 は 流水 の 痕跡 が 認め られ ず 、 土 垢 も 一 気 

に 埋没 し て いる 。 確 認 調 査 で は 瓦 器 片 も 出土 し た が 、 陶 磁器 より 近世 後半 か ら 近 代 ま で と 思わ れる 。 性 

格 は 不明 で ある 。 

出土 遺物 は 非常 に 少な く 、 土 師 質 土 器 小 語 ば か り で ある 。 唯一 調査 区 北西 部 の 落ち 状 遺 構 よ り 瓦 器 塊 ・ 

土師 質 土器 が 出土 し て いる 。 

2 まとめ 

確認 調査 時 に 周知 の 栗原 城跡 か ら は 歴史 的 遺物 は 未確認 で あり 、 本 調査 地 か ら 瓦 器 塊 が 出土 し た こと 

ら 栗 原 城跡 と 考え て いた が 、 明 確 な 遺構 は 確認 で き な か っ た 。 し か し 、 上 玉 器 塊 な ど 栗 原 城 と 時 期 が 一 

致す る 遺物 が 出土 し 、 調 査 区 東部 に は 緩 斜 面 が 続く こと か ら 、 遺 跡 本 体 は 東部 の 緩 斜面 に 立地 し 、 本 遺 

跡 は 貢 原 城跡 関連 遺跡 で ある と 考え られ る 。 ( 定 松 ) 
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【C 地 区 】 

3 北 流す る 溝 3 条 を 確認 し た 。 溝 は すべ て 調査 区 北部 で 犬 き く 西 に 湾 

っ 
らら 。
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【D 地区 】 

弥生 時 代 の 遺構 は 堅 導 住居 2 棟 を 検出 し た 。 堅 穴 住居 1 は 直径 3.7m、2 本 柱 で ある 。 焼失 し て お り 、 

木材 の 炭化 が 認め られ る 。 炭化 材 は 南 か ら 西 に か け て 顕著 で あり 、 そ れ ら は 中 央 に 向い て いる 。 炭 化物 

の 上 に 粘土 様 の 痕跡 は 認め られ な か っ た 。 出土 遺物 は 少な く 、2 次 焼成 を 受け て いる よう に み ら れ る 。 

30m 四 方 の 人 台 石 が 柱 穴 の そば に 置か れ て いた 。 堅 穴 住居 2 は 直径 5.7m、 5 本 柱 で ある 。 住居 か ら は 時 

央 判定 可能 な 器 台 や 高 押 な どの 土器 が まとまっ て 出土 し た 。 こ の 住居 に も 55X45emm の 人 台 石 が 置か れ て お 

り 、 台 石 か ら 中 央 土居 に か け て サ ヌ カ イト の 剥 片 が 多く 散布 し て いた 。 住 居 埋 没後 、 一 部 中 世 の 遺 構 が 

則り 込ま れ て いる 。 

中 世 の 遺 構 は 柚 列 3 列 と 掘 立柱 建物 1 棟 を 検出 し た 。 材 列 と 掘 立柱 建物 2 は 方 向 が 一 致す る た め 、{ 

存 が 考え られ る 。 弥 生 時 代 の 包含 層 を 掘削 中 に 、 直 径 8 em の 土師 突 小 皿 5 枚 が 4 枚 の 古銭 を 挟ん で 出土 

し た 。 遺構 は 明確 に 検出 で き て お ら ず 、 地 鎮 遺 構 と 考え られ る 。 銭 種 は 大 聖 元 斬 (1023 年 初 鋳 )・ 元 人 豊 

通 害 (1078 年 初 鋳 )・ 元 祐 通 害 (1086 年 初 鋳 )・ 紹 聖 元 害 (1094 年 初 鋳 ) で ある 。 

【E 地 区 】 

D 地 区 と 接する と ころ で 堅 公 住居 を 確認 し た 。 直 径 8.5m、 推 定 10 本 柱 で ある 。 礎 ベー ス で ある た め 

か わずか に 床 面 を 整地 し た 痕跡 が 認め られ た 。 土 撤 61 か ら は 完 形 の 土師 器 小 皿 が 出土 し た 。 

【F 地区 】 

性 格 不 明 の 落ち と 溝 状 遺 構 を 確認 し た 。 北 端 部 の 落ち 状 遺 構 か ら は 弥生 土器 が 出土 し た が 、 不 成形 で 

ある た め 堅 穴 住 居 の 可能 性 は 低い 。 土塊 か ら は 上 瓦 右 塊 も 出土 し た 。 

【G 地 区 】 

弥生 時 代 と 中 世 の 遺 構 を 確認 し た 。 中 世 遺 構 の 埋 士 と 遺構 面 の 土壌 が 似 て いる た め 、 弥 生 の 遺構 面 で 

検出 し た 。 し か し 、 弥 生 遺 構 の 埋 十 も 遺構 面 と 似 て いた た め 、1 層 下 の 地 山 で 最終 検出 を 行っ た 。 

弥生 時 代 の 遺構 は 方 形 周 溝 募 を 構成 する と 思わ れる 溝 4 条 、 中 世 遺 構 は 掘 立 柱 建 物 1 棟 で ある 。 方 

周 溝 爆 の 溝 か ら は 底部 が 窒 孔 され た 小型 導 や 復元 高 約 40m の 広口 志 が 出土 し た 。 溝 数 ・ 方 向 よ り 3 基 の 

方 形 周 溝 菜 が 推測 で きる 。 主 体 部 は 確認 で き て いな い 。 

【H 地 区 】 

古 状 に 張り 出し た 尾根 の 下方 に あたり 、 確 認 調 査 で 包含 層 か ら 弥 生 土 器 が 出土 し た が 、 調 査 区 が 田 の 

尾根 側 で ある た め 田 造成 時 に か な り 削 平 さ れ て お り 、 遺 構 ・ 遺 物 と も 未確認 で ある 。 

【 1 地区 】 

弥生 を 中 心 と し た 土器 片 が 出土 し た 。 小 土 近 を 検出 し た が 性格 は 不明 で ある 。 

【J・K 地 区 】 

弥生 と 中 世 の 遺 構 を 確認 し た 。 下層 に は 弥生 土器 を 含む 黒色 シル ト 質 土 が 堆積 し 、 上 層 に は 須恵 器 を 

含む 。 堅 穴 住 居 は 直径 約 5 mm と 思わ れる 。 中 世 の 溝 は 北 流し 、 滞 水 し て いた と 思わ れる 。 

【L 地区 】 

中 世 遺 構 を 確認 し た 。 建 物 4 は 机 列 4 より 先行 する 。 溝 に は 人 頭 大 の 砂岩 が 人 為 的 に 多く 入っ て お り 、 

わずか な 沼 水 が 認め られ る 。 土塊 か ら は 土師 器 皿 2 枚 や 、 人 須恵 療 語 口 が 出土 し た 。 柱 穴 と 思わ れる 土 抗 

も 多く 検出 し た が 、 建 物 の 構成 は 不明 瞭 で ある 。 

【M 地 区 】 

弥生 時 代 の 堅 穴 住居 5 は 直径 5 m、 推 定 6 本 柱 で ある 。 こ の 住居 跡 で も 30em 四 方 の 台 石 を 確認 し た 。 
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方 形 周 溝 募 の 溝 と 思わ れる 

て いる 。 土質 14 か ら 直 径 8c 

11・12 は G 

の 土師 大 小 

平 地区 の 方 Se の よう に 隅 の 切れ た も の で は な く 、 つ な が っ ン 
\ 

\ 
\ [が 完 エー で 出 

【N 地 区 】 

堅 穴 住居 1 棟 と 中 世 の 溝 を 確 

出土 し た が 、2 石 と も 平坦 耐 

所 マン し た 。 

[し 

違 穴 住居 6 は 

た 。 

が 大 きく 傾い て お り 、 他 の 
レト 居 出土 の 台 石 と は 異な っ て 本 来 の 位 

いて いる よう で ある 。 こ の 住居 は 規 ・ 位 置 を 全く 変え 

活 面 を 確認 し た 。 中 央 土塊 に は 何 

2 まとめ 

確認 調 

当初 は 中 世 の み の 遺跡 と 考え て 

全域 に 広がっ て いた 。 

堅 穴 住居 の 時 期 は 中 期末 ー 後 

た め 併 存 は 困難 で あり 、 住 

か っ た 2 棟 も 調査 範囲 

居 1 が 先行 
内 で は 出土 し な か 

層 か に 分 か れ て 炭化 物 

居 1 

っ た だ り 

三原 郡 に お いて 方 形 

目 と な る 。 幡多 遺跡 の 

周 溝 募 は 三原 町 幡 多 遺 跡 

届 

ず に 建て 替え を 行っ た よう で あり 、 下 

が 堆積 

で は 弥生 土器 を 確認 し て いた が 、 谷 筋 に 設定 し た 調 

いた 。 し か し 、 最 終 6 棟 の 堅 穴 住 

期初 頭 と 思わ れる 。 し か し 、 

わずか な が ら 時 期 差 が 見 られ る 。D 地区 堅 穴 住 

する と 考え られ る 。 

で 、 未 調 

了 水 地区 で 8 基 

・ 2 

直径 6.5m を 測る 。60X35em と 20mm 四 方 の 人 台 石 が 

置か ら 動 

層 に も 生 
し て いる 。 周辺 に は 焼 土 も 見 られ た 。 

区 か ら の 

T 

向 々 

居 や 方 形 

眼下 

q 
中 

6 棟 の 

査 部 分 
確 

期末 一 後期 

内 、 

に ある 可能 性 は 

認 さ れ た の が 初 

高い 。 

鐘 で あり 、 今 

後半 で あり 海 栄子 遺跡 は 周 溝 慕 は 弥生 中 期 

の 隅 は つなげ ず に 切ら れ て いる の が 共通 

また 、 こ れ ま で 弥生 遺跡 は 平野 内 で 確認 され て お り 、 海 栄子 遺 

遺跡 の 立地 に 新た な 事例 と な っ た 。 

前 半 に 位置 付け られ る が 、 CC 地区 * 

城跡 と の 関連 が 考え られ る 。 ま た 、 北 に 隣接 する 式 添 遺跡 と 時 期 が 一 致し 、 両 

する こと を 示し 、 区 生 

中 世 遺 構 は は ほとん ど が 193 世 紀 

こと が わか っ た 。 

し 、 三 原平 野 で の 方 形 周 溝 茎 の あり 方 を 

っ は 高位 河岸 段丘 上 に も 弥 

1 の み 時 代 が 新しく な り 、 

出土 で あっ た た め 、 調 

周 溝 慕 を 検出 し 、 そ れ が ほぼ 

開始 

居 の 出土 遺物 を 見 て いく と 、 

初頭 で ある が 、 隣 接し て いる 

4 棟 で 台 石 が 出土 し た 。 出土 し な 

ロロ が 2 例 

期末 と 少し 時 期 差 が ある も の の 、 潮 

示す 例 に な る で あろ う 

生 遺 跡 が 立 

CO 

I
s
 

F 田 居 

遺跡 は 同一 集落 で あっ た 

( 定 松 ) 
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調査 内 容 1 

し お か 

川 が 北 流 する 。 こ の し 、 約 100m 西 側 を 大 
mm 
いい 万 

ロロ 
型 地 割 の 残る 地域 で も あり 、 古 代 の 行政 区 に お いて は 三原 郡 

海道 が 南北 に 走る 。 

代 の 遺構 ・ 遺 物 と 中 世 の 遺 物 を 確認 し た た め 、 本 発掘 

を 前 提 と し た 遺構 配置 の 確認 記録 調査 を 行っ た 。 

調査 を 行う こと と な っ た 。 遺跡 に 影響 の 及ぶ 建物 や 道路 部 分 で ある AーC 地 区 は 記録 保存 を 行い 、 こ の 
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調査 の 結果 、 こ の 遺跡 は 後世 に 弥生 時 代 の 遺構 面 に まで 及ぶ 大 規模 な 整地 が 行わ れ て いる た め 、 包 含 

層 に は 縄文 時 代 一 近世 の 遺物 が 混在 し て いた が 、 遺 構 は 弥生 時 代 の 集落 と 古代 の 官 衛 ・ 集 落 で ある こと 

を 確認 し た 。 

各 時 代 ご と に まとめ る 。 

【 費 文 時 代 】 

遺構 は 未確認 で ある 。 遺物 は 縄文 土器 と 確認 で きた の は わずか に 3 点 で あり 、 包 含 層 や 古代 の 遺構 な 
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【 古 墳 時 代 】 

遺構 ! 

! 恵 器 が 出土 し て いる 。 古墳 時 代 の 遺物 は 比較 的 摩 滅 
\ 
\ 
\ 突 や 7 世紀 頃 の 遺物 は 5 ご 6 世紀 頃 の 韓 式 系 

し て いる も の が 多く 、 大 日 川 の 泊 灘 に よっ て 上 流 か ら も た ら さ れ た か 、 周 辺 か ら 流 れ 込 ん で きた も の で
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あろ う 。 

【 奈 良 時 代 】 

奈 良 時 代 の 遺 

棟 確 認 し て いる が 、 す べ て が 同時 

も さら に 建 替 えな ど で 2 時 

は A 地 区 北 半 を | 

期 に 連 立 し て いた 

末 頃 と 見 

は ほ ば 北 

距離 ・ 

7) で あ 

出 コ 

巡ら し た り し て いる こと か ら こ の 遺跡 の 中 心 的 建物 と 双 

る と 見 られ る 。 1 時 # 

られ 、 

上 遺物 な ども 考慮 

日 

2 時 期 り 、 

期 に 細分 で きる 。 出 現 

衛 機能 が 失わ れる の は 

を 向く が その 傾き に 微妙 な 異な り が ある た め 、 建 物 の 

し て いる 。 建物 12a・12b・13a・13b は 

に は 建物 13a・13b を 

に は 建物 12a・ 

b・10・11) で ある 。 ま た 、 建 物 13 か ら 建 物 12 の よう に 

に 移行 する 段階 で 見 られ 、 建 物 6 か ら 建 物 1 、 建 

と し て BーEE 地 区 全域 に 

も の で は な 

明 に 関し て は 

遅く と も 9 モー 世紀 第 2 

中 い と 

いと し 12b を 中 ) 

広がる 官 衛 で ある 。 大 型 

く 、 大 きく 2 時 期 に 分 け 

明確 で は な い が 、 奈 良 時 

< 期 で ある 。 時期 区 分 に つい て は 、 建 

区 以前 の 

時
 

し た 

た 

線 だ け で な く 旭 

比 も し く は 軒 支柱 を 付 り 

(われ 、 こ れ ら を 中 心 と し て 周辺 の 建 

比較 的 規模 の 小さ な 書 

目 模 の 大 き な 建 物 衝 

西 か ら 東側 へ の 建 替 え が 1 時 

物 7 か ら 建 物 2 も これ に あたる 。 

物 表 

f (建物 1・ 

で 

f (建物 3 ・ 4 
2・595・8a・*8 

上 模 ・ 邊 
た り 

物 が 

エエ 
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か ら 2 時 

掘 立 柱 建 物 を 15 

られ 、 そ の で 

世紀 

物 

7 

物 間 の 

を 

展開 す 
・6・ 

時 日 

遺物 は 人 恵 穴 ・ 土 師 器 ・ 

石 製 品 が 

奈良 時 代 の 建物 変遷 図 

出土 し て いる 。 > 

獲 ・ 短 頸 堆 ・ 横 瓶 な ど が ある 。 土師 

的 に は 少 

は 淡路 島 

IV 式 へ の 過 ) 

2 う ・ 了 路 脚 円 

な い 。 製塩 土器 は 須恵 器 同 

の 製塩 土器 編 年 で いう 丸 旗 

的 に WV 式 は 型 作 り で 厚み が ある と され て いる な が 、 

能 性 が あり 、 型 作り され る 前 

形 円 面 如 (4) う ・ 有 孔 円 

度 期 で ある 可 

印 愉 (3 )・ 異 

秦 に 関し て は 、 

様 に 大 量 に 出 コ 
I・ 四 式 が 出土 

ド K 

著 用 の 控 類 が 大 ョ 

直 ・ 皿 ・ 義 ・ 

段階 と 考え られ 

し て いる が 形態 的 に は 

遺跡 の も の は 、 薄 ヨ 

る 。 太 は 圏 足 円 面 

で ある が 、 他 に 

鍋 ・ 高 捧 ・ な ど が 出土 し て いる が 量 

し て お り 、 当 遺跡 を 特徴 づけ る 遺物 と いえ る 。 形式 

IV 式 に 近い も の が ある 。 一 般 

上 ド で 作 底 に 近い こと か ら 甘 式 か ら 

碗 (P63 下 区 

二 ビ 滞 

製塩 土器 の 他 に 古 や 土 馬 ・ 瓦 と いっ た 官 衛 的 要素 の 強い も の や 、 使 途 不明 な 
恵 突 の 比率 が 高く 、 中 で も 供 5 や 鉢 ・ 

1 ・ 

碗 (5) が 出 コ 上 し て いる 。 路 脚 ] 面 古 は 推 定 12 本 



の 脚 を 持ち 、 古 部 と 脚 台 部 を 別々 に 作っ て 結合 する 路 脚 円 面 碗 A 類 で ある 。 こ の 他 に 近 蓋 の 転用 碗 も 出 

尾部 が 何 点 か 出土 し 、 人 須恵 質 の 陶 馬 も 含ま れる 。 陶 . 土 し て いる 。 土 馬 は 脚 部 と 二 の 脚 部 は ワニ の よう な 

届 股 状 で 太 短 い 。 瓦 は 軒 丸 瓦 片 が 2 個体 分 B 地区 包含 層 か ら 出 土 し て いる が 、 こ れ ら の 瓦 は 摩 滅 し て い 

が 考え られ る 。 る こと も あり 、 官 衛 の 建物 に 暮 か れ て いた と いう より は 流れ 込ん で きた 可能 性 

| 

\ ) 

へ
 - 

| | 

ーー ュ ン ノン て こ ュ エン 
fi (LN 

10 

13 

土器 溜まり 1 出土 遺物 (S= ニ 1 プン 4) 

1 へ 15 須恵 器 16・17 土師 器 _1820 製塩 土器 

出土 碑 (S= ニ 1 プ ノ 4) 



【 平 安 時 代 】 

遺構 は 掘 立柱 建物 9 ・14 の 2 棟 を 確認 し 

た 。 官 衡 と し て の 機能 を 終え 、 そ れ ら の 建 

物 が 訪 廃 し た 後に 建て られ た 一 般 住 居 と 思 

われ る 。 2 棟 は 同時 期 の 建物 で は な く 、 建 

物 9 は 奈良 時 代 末 頃 ま で 遡る 可能 性 が ある 。 

遺物 は 建物 の 柱 穴 や 包含 層 か ら 墨 色 土 突 

A 類 や 土師 器 ・ 平 瓦 な ど が 出土 し て いる 。 

【 中 世 】 

遺構 は 未確認 で ある 。 

遺物 は 包含 層 か ら 土 師 質 土 器 ( 皿 ・ 三 足 

負う)・ 東 播 系 須恵 評 ( 提 鉢 )・ 瓦 右 ( 雷 )・ 

輸入 陶磁 宮 (青磁 ) が 出土 し て いる 。 

【 近 世 】 

C 地 区 で 粘土 採掘 了 を 8 基 確 認 し 、 陶 磁器 な ど が 出土 し た 。 

側
 梁 行 X 桁 行 ( 間 ) 

2 X 5 

2 X 4 

2 X 2 以 」 

| 2x1 以 」 

2x 4 以上 _ | 1 面 鹿 ( 東 ) 
2 X 4 

2 x 4 満 ( 南 ・ 東 )、 間 仕切 、 近 接 棟 持 柱 
2 X 3 導 

2 X 3 

2x 3 以上 
2 ? メ x 3 以上 

2 X 5 

2 X 5 

2 X 5 

2 X 5 

2 X 6 

2 X 3 
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2 まとめ 

嫁 ヶ 渕 遺跡 が 機能 し て いた 7 世紀 末 ー 8 世紀 前 葉 頃 の 淡路 国 に は 、 ま だ 国府 は 成立 し て いな い 段 階 で 

あっ た が 、 国 の 役人 で ある 国司 は 存在 し 、 郡 衛 な ど に 滞在 し て 行政 実務 を 分 掌 し て いた よう で ある 。 嫁 

ヶ 洋 遺跡 は 現 段階 で は 三原 郡 衛 関連 遺跡 で ある と し 、 淡 路 国 府 が 成立 する 以前 に 国府 的 機能 の 一 端 を 担っ 

て いた も の こと 考え られ 、 国 司 級 の 役人 が 滞在 し て いた こと が 路 脚 円 面 碗 の 出土 か ら う か が い 知 れる 。 こ 

の 官 衛 は 7 世紀末 頃 に 出現 し 、 国 府 の 機能 が 整備 され だ す と 哀 退 化し 、8 世紀 の 第 2 四半 紀 に は 終 紀 を 

迎え た と 思わ れる 。 中 心 施 設 と し た 建物 で は 13aー13bー12aー12b と 短期 間 に 4 回 の 建 替 え が み られ 、 

国司 の 赴任 に よる 改築 ・ 新 築 の あら われ と も いえ る 。 官 衛 と し て の その 機能 は 、 遺 跡 の 西側 を 流れ る 大 

日 川 を 利用 し た 物資 の 集散 を つか さ ど る 河川 交通 の 港 (河津 ) で あっ た 可能 性 が 高い 。 特に 内 陸 部 に あ 

りな が ら 製 塩 土器 が 大 量 に 出土 し て いる こと は 、 塩 の 頁 納 国 で あっ た 淡路 国 三原 郡 の 海岸 部 で 作っ た 塩 

を 一 旦 この 地 に 集積 し 、 詰 め 替 え を 行っ て 搬出 し て いた こと が 推測 され る 。 調 ・ 康 は 国司 が 管理 し 、 租 

は 郡司 が 管理 し て いた と いわ れ て いる こと か ら も 、 こ こ で 国司 が 調 塩 の 管理 を 行い 、 執 務 を 行っ て いた 

可能 性 が 高い と 思わ れる 。 時代 は 少し 下がる が 、 平 城 京 出土 木簡 (761 年 ) に は 三原 郡 阿 麻 郷 か ら 調 塩 

三 斗 が 頁 納 され た こと が 記さ れ て いる 。 阿 麻 郷 は 淡路 島 の 中 で も 最 南 部 に あり 、 一 旦 陸路 で 運ん で か ら 

河川 な ど を 利用 し 、 現 在 淡路 国 の 津 の 可能 性 が 考え られ て いる 西 淡 町 の 湊 か ら 搬 出し た と 思わ れる 。 

今回 の 調査 で は 、 木 簡 や 墨書 土器 な ど 文 字 資料 が 残念 な が ら 出 土 し て いな いた め 以 上 の こと は 推測 の 

部 分 も ある が 、 こ の 遺跡 は 北側 に 広がっ て いる こと は 確実 で あり 、 こ の よう な 文字 を 伴っ た 遺物 が 一 括 

廃棄 され て いる 可能 性 が ある た め 、 今後 の 周辺 の 調査 に よっ て この 遺跡 の 機能 が 解明 され る こと を 期待 

し た い 。 淡路 島 で は 官 衝 的 要素 を 持つ 遺跡 の 調査 は わずか で あり 、 嫁 ヶ 渕 遺跡 の よう な 明確 な 官 衛 遺 跡 

の 大 規模 発掘 は 、 淡 路 の 古代 史 を 考え る 上 で 重要 な 遺跡 の 一 つと な っ た と いえ る 。 (的 崎 ) 

に
 



所 在 地 三原 町 八木 新庄 字 出 口外 

事業 名 時 盤 整備 促進 事業 

調査 主体 __ 三原 町 教育 委員 会 

担 当 山崎 裕司 

ミー 本 発掘 ・ 確 認 調 

10 月 22 

種 

調査 期間 平成 14 年 9 月 18 日 

調 830 (本 発掘 )・24 下 (確認 6 ヶ所 

1 _ 調査 内 容 

三原 平野 の 北東 部 、 成 相川 中 流 左 岸 に 位置 する 。『 和 名 抄 』」 に 記さ れる 笑 原 】 社 の 西宮 が A 地 区 の 東 

南 約 200m、 東 宮 が 東 約 300m に 鎮座 する 。 南 400m に は 南海 道 推定 ルート が 東西 に 走り 、 南 800m に は 国 

分 寺 が 鎮座 する 。 遺 跡 南 側 周辺 に は 古代 三原 郡 の 中 心 的 な 集落 の 一 つが 存在 し た と 推定 され る 。 ま た 遺 

跡 北 側 に は 弥生 時 代 中 期 以 降 の 拠点 的 集落 で ある 幡多 遺跡 、 西 側 に は 古 ま どう 遺跡 が ある 。 

A 地 区 で は 奈良 時 代 と 室町 時 代 の 遺構 面 を 検出 し た 。 室 町 時 代 の 遺構 面 に つい て は 、 調 

に 南北 方 向 の 溝 、 遺 構 35 が 検出 され 、 こ れ を 境 

に 西側 に は 耕作 痕 と 思わ れる 浅い 遺構 、 東 側 に 

は 2X 3 間 の 掘 立柱 建物 の 柱 穴 等 が 検出 され た 。 

遺構 5 南側 か ら は 同 法 量 の 土師 器 皿 数 点 や 古銭 

( 元 符 通 害 ) が 出土 し て お り 、 祭 礼 的 な 行為 を 

行っ た と 思わ れる 。 土師 器 皿 は 口径 12am 前 後 ・ 

鶴 高 2 em 前 後 と 法 量 が 極小 化し て お り 、16 世 紀 

代 と 思わ れる 。 遺構 387 は 遺構 985 より 古い 遺構 で 

ある が 、15 世 紀 代 の 土 製 煮沸 具 が 出土 し て いる 

こと か ら 、 年 代 差 は 少な い 。 建 物 柱 公 や 耕作 痕 

か ら の 良好 な 出土 遺物 は な い が 、 遺 構 85 と 同じ AA 地 区 古代 遺構 面 ( 東 か ら ) 

よう な 方 位 を 示す こと か ら 同 時 期 と 考え て 良い 

と 思わ れる 。 

奈良 時 代 の 遺構 面 で は 、 柱 穴 状 の 遺構 44 か ら 、 

土師 鶴 の 獲 ・ 皿 が 出土 し て いる 。 

B 地区 は 40 責 の 小さ い 調 査 区 で ある が 、 弥 生 

時 代 後期 終末 期 の 土器 だ まり と な っ て いる 沙 

ち 状 の 遺構 を 検出 し て いる 。 

区 ほ ば 中 央 

2 まとめ 

上 述 の よう に 遺跡 南側 に は 古代 集落 が 広がっ 

て いた と こと 推定 され る 。 中 世に お いて も 「 淡 路 国 
A 地 区 遺構 44 遺物 出土 状況 ( 北 か ら )



大 田 文 」(1223 年 ) 「 笑 原 保 」 の 項 に 「 笑 原 宮 」 の 記 載 が あり 、「 笑 お 
の は 

エエ 世に 入っ て も 集落 の 中 心 こ ニノ 宮 」 は 

在 も 大 字 「 笑 原 」 小字 「 野 

在 へ 3 
的 な 宗教 施設 と し て 機能 し て いた 。 

古代 か ら 中 世 を 経て 、 位 置 を それ 程 か える こと な く 、 現 1 っ て いる と 考え られ る 。 A 調 

地名 を 残す る その 集落 は 、 

区 北 半 よ 

原 」 と いう 古代 

り 北 側 で は 古代 中 世 の 遺 構 は 検出 され て お ら ず 、A 地 

され る 。 

の は ら 

区 は 「 笑 原 」 集 落 の 】 に 位置 する も の と 推定 [B 

35 を # と し て 東側 に 屋敷 地 、 西 仙 区 画 * また ! 世 に つい て は 遺 レン 

そら く 当 時 の 農家 の あり 方 の 一 例 を 示す も の で あろ う 。 た だ し 建物 は 18.2 責 と 極め て 小 

地 が 広がっ て いた と 考え られ 、 お 

模 で あり 、 建 

に まま 

て 替え も 行わ れ て いな いこ と か ら 、 流 動 的 ある い は 不安 定 で 零 な 経営 を 行っ て いた と 思わ れる 。 

B 地区 で は 弥生 時 代 後期 終末 期 の 遺構 を 検出 し た 。」 

比較 的 少な く 、 幡 多 遺 跡 の 弥生 集落 の は 

/ __ ほ 三 

上 述 し た 幡多 遺跡 は 後 

動向 と 深く 関係 し て いる 可能 性 が 高い 。 

期 の 検出 遺構 ・ 出 土 遺物 

生 崎 ) 

遺構 35 出土 遺物 

A 地 区 中 世 遺 構 面 平面 図
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調査 内 容 1 

属す る も の と 考え られ る 。 

され 、 さ ら に 灰 原 下 で 検出 され た 遺構 102・103・104 か ら は 雪 B が 出土 し て いる た め 、 

後に 行わ れ た 兵庫 県 教育 委員 会 に よる 発掘 調査 の 成果 ⑪ 汁 谷 窯 跡 群 ・ 汁 谷 遺 跡 』2006) に より 、 
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で
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や
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遣
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お
 

の
 
支
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知
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灰
 

モ
ロ
 

[| 
/ 

は
 
大
 
上 果
 

歳
 

、 
結
 

で
 
の
 

谷
 
杉
 

汁
 
山
 
調
 

る
 

< 原 は 基本 的 に は 1 号 A 窯 (7 世紀 第 4 四半期 8 世紀 初め ) に 

遺構 103 周 辺 に は 平坦 部 が 造成 され て お り 、 平 坦 部 造成 後に 遺構 103 が 掘削 され た よう で ある 。 平坦 部 

い 『 

調 

1 号 窯 の 灰 原 と # 

これ を お 

N ーー 一 

遺構 平面 図



北側 に は 被 熱 痕 も 検出 され て お り 、 失 跡 と 関係 する 何ら か の 作業 を ここ で 行っ て いた と 考え られ る 。 遺 

構 106 は 全体 を 検出 し て いな い が 長 円 形 の 土 状 を な す と 思わ れる 。 上 半 部 が 陥没 し た 獲 が 集中 し て お 

り 、 廃 棄 あ る い は ここ に 意図 的 に 置か れ た と 考え られ る 。 遺物 4 は 当て 具 痕 か ら 1 号 A 窯 に 対応 する た 

め 、 遺 構 106 あ る い は これ と 一 連 の 遺構 と 考え られ る 遺構 109・107・108 も 1 号 A 窯 の 時 期 に 掘削 され た 

可能 性 が 高い 。 遺 構 107 が 平坦 部 の 南東 端 と な っ て いる こと か ら 、 遺 構 109・106 は 1 号 A 窯 に 至る 通路 

の 役割 も は た し て いた と 思わ れる 。 

喜来 遺跡 は 汁 谷 窯 跡 の 北 か ら 西 側 に か け て 広がる 弥生 時 代 中 期 後 半 の 遺跡 で 、 今 回 の 事業 に 伴う 確認 

調査 で 初め て その 存在 が 明らか に な っ た 。 小 土 撤 等 の 遺構 が 検出 され た が 、 排 水路 に 伴う 幅 2 和 m 強 の 調 

区 で ある た め 、 遺 構 の 性 格 等 は わか ら な か っ た 。 台
 

2 まとめ 

これ まで 採集 遺物 で 語ら れ て きた 汁 谷 穴 跡 に お いて 発掘 調査 が 行わ れ 、 そ の 一 端 が 明らか に な っ た の 

は 大 き な 成 果 で ある 。 ま た 兵庫 県 教育 委員 会 の 発掘 調査 成果 に より 、 検 出さ れ た 平坦 部 や 遺構 群 に つい 

て 時 期 や その 性 格 を 論じ る こと で きる よう に な っ た こと も 大 き な 進 歩 と 言え る 。 

また 馬 乗 捨 川 最 上 流域 に お いて 初め て 弥生 時 代 中 期 後半 の 遺跡 が 発見 され た 。 今後 の 課題 と し て 、 遺 

跡 の 広がり や 性 格 等 を 明らか に する こと が 重要 で あろ う 。 (山崎 ) 

ペー 一 

遺構 106 出土 遺物 
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調査 内 容 1 

機 ・ 人 力 併用 で 進め て いっ た 。 

寺 の 寺 域 内 で 計画 され て いる 民間 開発 事業 に 伴う 調査 で ある 。 調 
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調査 の 結果 、 土 塊 ・ 溝 状 の 遺構 を 確認 し た 。 遺構 の 性 格 等 は 不明 で ある が 、 時 期 的 に は 、 現 代 に 近い 
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残存 長 14.7m を 測る 瓦 質 の 資料 で ある 。 二 に は 、 こ 

れ ま で の 調査 成果 か ら 3 種類 ( 表 参 考 ) が あり 、 本 
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調査 内 容 1 

ぐ 進 め て いっ た 。 な お 調査 で は 工事 計画 の 

た 上 瓦 窯 の 構造 や 周辺 の 状況 を 確認 する 目的 で 前 年 度 の 未 消化 部 分 (〈A 地 

立柱 建物 4 棟 (建物 1 4 ) 等 を 確認 し た 。 瓦 窯 の 規模 
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焼成 室 燃 焼 室 

(1.0)xX(2.0) メ 人 へ | 1.65xX2.1X ヘ 

1.2X2.1X0.08 1.65X2.1X0.37 

瓦 窯 の 規模 (規模 の 単位 は m で 長 さ x 幅 X 高 さ 、( ) は 推定 、 和 は 不明 ) 

付け られ 、 軒 丸 玉 の 中 で は 最も 出土 点数 が 多い 資料 で あり 、 こ れ ま で sa 類 の み が 知 られ て いた が 、 箱 傷 

が 180" 回 転 す る b 類 と の 識別 が 可能 に な っ た 。 い ずれ の 資料 も 土師 質 で ある が 、a 類 は 軟質 で 丸 瓦 と 

の 接合 部 が 盛り 上 が る の に 対し て 、b 類 は 硬質 で 接合 部 が 直線 的 な 作り と な る 。 瓦 窯 か ら は a 類 の み で 

b 類 の 出土 は な い 。 

く 軒 平 瓦 01 型 式 に つい て > 

軒 平 紋 01 型 式 は 、 紀 伊 国分 寺 と 同 池 資料 で 淡路 国分 寺 創 建 瓦 に 位置 付け られ る 。01 型 式 は これ まで 、 

土師 質 で 側面 に 筐 を 持つ a 類 か ら 須 恵 質 で 側面 が 丸く 向かっ て 右上 に 第 傷 を 持っ b 類 へ の 変化 が 想定 さ 

れる 。 今回 の 調査 に より 瓦 窯 周辺 か ら 土 師 質 で 左上 に 税 傷 を 持っ c 類 と 国分 寺 資料 の 中 に さら に 須恵 質 

で 衝 傷 が 進行 し た d 類 が ある こと が わか っ た 。 側面 の 調整 や 焼成 か ら 2 つの 資料 は a 類 と b 類 の 間 に 位 

置 付 け で きよ う 。 

2 まとめ 

本 調査 に より 、 淡 路 国 分 寺 ・ 尼 寺 創 建 に 伴う 瓦 窯 を 2 基 確認 する こと が で きた 。 2 基 の 瓦 窯 は 何 回 か 

の 補修 が 認め られ る も の の 、 い ずれ も 基本 的 に 半 地 下 式 有 称 平 窓 に 位置 付け で きる 。 ま た 周辺 に は 灰 原 

や 粘土 採取 跡 (583) 等 瓦 窯 に 付随 する 遺構 (施設 ) を 幾つ か 確認 し て お り 、 建 物 4 を 含め て 北側 に 工 

房 等 の 建物 が 展開 する も の と 思わ れる 。 2 基 の 瓦 窯 に お いて 、 紀 伊 国分 寺 と 同 第 で ある 淡路 国分 寺 創建 

軒 瓦 (SBM01・SBH01 型 式 ) を 焼成 し た と 考え られ 、 瓦 窯 の 存続 時 期 は 周辺 か ら 出 土 し た 土器 より 、 

奈良 時 代 後半 (8 世紀 第 3 四半 期 ) 平安 時 代 初 頭 頃 が 想定 され る 。 (坂口 ) 

参考 文献 

『 淡 路 国分 寺 』 三 原町 教育 委員 会 1993 

『 鋳 帯 を めぐ る 諸 問 題 』 奈 良文 化 財 研究 所 2001 

『 国 分 遺跡 発掘 調査 報告 書 』」 三 原町 教育 委員 会 ・ 三 原 郡 広域 事務 組合 2004 
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SBM01 型式 4 

図 1 こ 3 は S 三 1 プア 3 

SBH01 型式 5 
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30 淡 尼寺 一 2 次 調査 一 

所 在 地 三原 町 八木 新庄 字 尼 寺 外 
事 業 名 _ 特定 環境 保全 公共 下水 道 事業 
調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 

期間 平成 15 年 4 月 21 日 5 月 28 日 

1 _ 調査 内 容 

平成 1 年 度 新庄 地区 公会 堂 新 築 事 業 に 伴う 発掘 調査 に お ける 版 築 状 の 整地 層 の 検出 や 出土 玉 に より 、 

5 に 淡路 国分 尼寺 が 存在 する こと が 明らか に な っ た 。(『 三 原 郡 埋 蔵 文 化 財 発 掘 調査 年 報 [』 三 原 郡 広 

事務 組合 2001) 寺 域 に つい て は 全く わか っ て いな か っ た が 、 上 記 調 査 区 の 北約 30m を 東西 方 向 に 下 

道 事 業 が 行わ れる こと に な り 、 寺 域内 を 通る こと が 予想 され た 為 、 当 調査 が 行わ れる 運び と な っ た 。 

の 結果 、 寺 域 東 限 ・ 西 限 と 思わ れる それ ぞ れ 2 条 の 溝 が 検出 され 、 寺 域 東 西 が 1 町 で ある こと が 

っ た 。 ま た 淡路 国分 寺 と 方 位 を あわ せ て 、 国 分 尼寺 東 限 と 国分 寺西 限 の 距離 が 丁度 5 町 と な る よう 

或 が 設定 され て いる と いっ た こと も わか っ て きた 。「 国 分 遺跡 発掘 調査 報告 書 』」( 三 原町 教育 委員 会 

2005 年 ) で 報告 を 行っ て いる の で 、 詳 し く は そちら を 和 件 参照 願い た い 。 
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2 まとめ 

調査 区 の 幅 が 1m で 、 調 査 区 が ほぼ 一 車線 分 の 公道 

内 で ある た め 、 日 毎 に 調査 を 終了 し 、 埋 め 戻 し を 行う 

と いっ た 極め て 制約 の 多い 調査 で あり 、 必 ず し も 十分 

な 調査 が 行え た と は 言い 難い 。 

た だ し 今回 、 寺 域 東 西 が 確認 で きた こと は 極め て 大 

き な 成 果 で あっ た と 言え る し 、 そ こ か ら 派 生 し て 淡路 

国分 寺 や 後期 南海 道 と の 位置 関係 、 平 成 1 年 度 調査 区 

と の 位置 関係 か ら 伽藍 中 軸線 が 寺 域 中 心 よ り 西 に ずれ 

て お り 、 紀 伊 国 分 寺 に 準じ た 地 割 が 行わ れ た で あろ う 

と いっ た こと な ど 、 予 想 外 の 成果 も 多かっ た 。 

多く の 発掘 調査 が 行わ れ た 淡路 国分 寺 周 辺 に 比べ て 、 

今後 明らか に すべ き 課 題 は 山積 み と 言 える が 、 ま ず は 

寺 域 南北 を 明らか に する こと が 必要 で あろ う 。 

(山崎 ) 

ト 

東 限 溝 完 掘 状 況 ( 西 よ り )
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31 国分 遺跡 一 8 次 調査 一 ・ 淡 路 国 分 寺 一 15 次 調査 一 
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本 調査 に より 、 

に 、No.35・36 周 辺 に 僧 房 等 の 施設 が 想定 され る 。 

2 

No.35 調査 区 出土 遺物 実測 図 (坂口 ) 

国分 遺跡 の 範囲 が 広がる こと を 確認 する と 同時 

ー| ロロ (> シー エエ 伴内) 本格 調査 区 

スン 、- も 
調査 区 設定 図 



32 古 ま どう 遺跡 一 2 次 調査 

所 在 地 三原 町 八木 笑 原 新庄 字 古 ま ど う 外 

事業 名 _ 基盤 整備 促進 事業 

調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 

種 

調査 期間 平成 15 年 8 月 11 日 11 月 6 日 

調査 面積 = 

1 _ 調査 内 容 

三原 平野 北東 部 、 東 に 成 相 川 、 西 に 三原 川 が 流れ 、 南 東 か ら 北西 に か け て 傾斜 する 扇状 地上 に 位置 す 

る 。 南 に 淡路 国分 寺 と 南海 道 推 定 ル ー ト 、 西 に 淡路 国分 尼寺 、 北 西北 に 幡多 遺跡 な ど 、 律 令 期 の 三原 

郡 を 代表 する よう な 遺跡 が 周囲 を 取り 囲む 。 

A 地 区 で は 室町 時 代 の 遺構 面 を 検出 し た 。 調査 区 東側 で 多く の 柱 穴 を 検出 し た が 、 調 査 区 幅 が 2 和 mm で 

建物 の 復元 は で き な か っ た 。 東 播 系 須恵 突 の 片口 鉢 や 土師 問 の 皿 ・ 煮 沸 具 等 が 主 な 出土 遺物 で 、1415 

世紀 頃 の 一 般 集 落 遺 跡 と 考え られ る 。 

B 地区 は A 地 区 の 西側 に 位置 し 、 同 一 面 で 平安 時 代 と 鎌倉 時 代 の 遺構 を 検出 し た 。 遺構 3 ・ 4 か ら は 

3 個体 以上 の 大 型 の 須恵 器 枚 や 黒色 土器 塊 が 多数 出土 し て いる 。 遺構 3 は 円 形 の 土塊 、 遺 構 4 は 浅い 方 

形 の 窪み の 中 に 柱 穴 状 の 遺構 が 掘ら れ て いる 。 そ れ ぞ れ の 遺構 か ら 出土 し た 破 打 で 接合 で きた も の が あ 

り 、 同 一 時 期 と 考え られ る 。 黒色 土器 は ほとん ど が A 類 で ある が 、 識 内 系 WV 類 と 思わ れる B 類 も 出土 し 

て いる 。 と も に 口 縁 端 部 内 側 に 沈 線 が 見 られ る 。 ま た 「 て 」 の 字 状 口 縁 の 土師 突 皿 が 出土 し て お り 、 遺 

構 の 年 代 は 10 世 紀 後 半 と 考え られ る 。 

C 地 区 は B 地 区 の 北西 に 位置 し 、 平 安 時 代 一 中 世 の 遺 構 面 を 検出 し た 。 

D 地 区 で は 幅 約 1.5m・ 深 さ 約 1.2m の 規模 の 大 き な 溝 を 検出 し た 。 出 土 遺物 は 少な か っ た が 、 室 町 時 

代 と 思わ れる 須恵 器 ・ 土 師 器 皿 片 が 出土 し て いる 。 

2 まとめ 

遺跡 名 と な っ た 「 古 ま どう 」 は D 地 区 周辺 に 分 

布 す る 字 名 で 、「 護 摩 堂 」 が あっ た こと に 由来 す 

る と 伝え られ る 。B・C・D 地 区 か ら そ れ ぞ れ 律 

令 期 の 瓦 片 数 点 が 出土 し て いる こと か ら 、 寺 院 関 

系 の 建物 が 存在 し た 可能 性 も 普 無 で は な い 。 調査 

区 の ほとん ど が 幅 2 mm 程度 で 、 柱 穴 の 並び や 遺構 

の 性 格 等 、 わ か ら な い 部 分 が 多かっ た 。 

特筆 すべ き 事 と し て は 、B 地区 の 遺構 3 ・ 4 出 

土 土 器 は 一 括 性 が 高く 、10 世 紀 後 半 の 土器 様相 を uu 。 

示す 好 資 料 と 言え る だ ろう 。 (山崎 ) へ 地 区 完 掘 拓 況 ( 南 より ) 2J 
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た 結果 、 弥 生 土 右 や 柱状 片刃 石 非 (結晶 

所 在 地 三原 町 神代 喜来 宇山 崎 外 

事業 名 _ 経営 体育 成 基盤 整備 促進 事業 

調査 主体 _ 三原 町 教育 委員 会 

担当 者 __ 定 松 佳 重 

種 _ 別 _ 本 発掘 調 

調査 期間 平成 15 年 8 月 18 日 12 月 10 日 

調査 面積 2.024.5 抱 

1 _ 調査 内 容 

遺跡 範 囲 確認 調査 を 行っ 

弥生 時 代 と 中 世 の 遺 構 ・ 遺 物 を 確認 し た 。 コ 

と と な っ た 。 

【A 地 区 】 

規模 の 犬 き い 谷 筋 を 援 き 止 め る 形 で 造成 され た 越 

湧 水 が 著しい 。 

提 岩 製 )・ 石 秦 類 ・ 土 師 質 土器 な ど 

[事実 施 に より 損壊 を 受け る 箇所 に つい て 記録 保存 を 行う こ 

調査 区 東側 で 確認 し た 落ち の 肩 部 より 数 点 弥 生 土 器 が 出 コ 

【B 地区 】 

南北 トレ ンチ で 弥生 時 代 中 期 の 堅 余 住 

小 土 撤 を 持つ 。 住居 の 外側 が 60 へ 100am の 幅 で 汚れ て お り 、 壁 面 観察 か ら 周 溝 

フラ ッ ト な 面 が あり 周 溝 と 同 規模 な * 

東西 トレ ンチ で は 土塊 や 溝 を 確認 し た 。 し か し 、 

遺物 は ほとん ど 出土 し て お ら ず 、 時 期 や 性 格 は 不明 二 富 
で ある 。 

【C 地区 】 

調査 区 の 東 半 分 は 昭和 初期 に 田面 拡張 の た め に 盛 『 
土 が な され て いる 。 南 西部 で 遺構 を 検出 し た 。 東 西 

方 向 に 走る 溝 1 か ら は 土師 質 土器 片 が わずか に 出土 

し た 。 土塊 か ら は 土師 器 塊 2 枚 と 瓦 器 塊 1 枚 が 出土 

し た 。 片 器 の 高台 は ほとん ど 退 化し て お り 、193 世 

紀 中 頃 と 思わ れる 。 石 鐘 も 4 点 出 土 し 、 う ち 1 点 は 

池 の 下 方 に ある た め 、 砂 質 の 強い 土壌 堆積 で あり 、 

[上 し た の み で ある 。 

居 を 1 棟 検出 し た 。 直径 5.8m、 

が 巡っ て いた こと が わか 

6 本 柱 で 中 央 土塊 の 両側 に も 

の 上 に も う 1 段 幅 の 狭 

ヽ ベッ ト 状 遺構 の 可能 性 が ある 。 

か な り 小 型 で 作り が 丁寧 な こと か ら 費 文 時 代 の 可能 

性 が ある 。 

【D 地 区 】 

C 地区 に 接する 調査 区 で ある 。C 地 区 で 確認 し た 

溝 の 続き ( 溝 16) を 検出 し た 。 出土 遺 物 は 中 世 の 範 

100 200nm 

allliiill lll 

調査 区 設定 図



上 購 に 入る 土師 質 土 器 で ある 。 こ の 肩 部 に ある 土 撤 16 一 1 より 12 世 紀 末 18 世 紀 初 頭 の 羽 釜 が 出土 し て い 

る が 、 前 後 関係 は 不明 で ある 。 

5 区 で は 弥生 時 代 中 期 の 堅 穴 住 居 を 検出 し た 。 直径 4.9m、 6 本 柱 で ある 。 住 居 の 南東 部 の 周 溝 が 切 

れ て お り 、 中 央 土塊 か ら そ の 方 向 の 床 面 が 汚れ て いる こと か ら 、 住 人 の 動 線 が 想定 で きる 。 弥 生 土器 ・ 

石 凶 ・ 石 雛 ・ 丸 く 加 工 さ れ た 結晶 片岩 が 出土 し た 。 中央 土 寺 の 東側 に サ ヌ カ イト の 剥 語 が わずか に 散布 

し て いた 。 

7 区 で は 小 土 近 を 検出 し た 。 線 的 な つなが り は ある が 、 建 物 は 構成 し な いよ う で ある 。 

9 区 か ら 西 部 は 河川 11 が 乱 行 す る 。 溝 13 は 須恵 突 を 含む 河川 11 に 切ら れ て いる が 、 溝 13 か ら は 遺物 は 

まっ た く 出 土 し て お ら ず 、 河 川 1 出土 の 須恵 諾 も 小片 で 律令 期 と し か 判断 で き な い た め 時 間 差 は 不明 で 

ある 。 こ の 河川 は か な り の 水量 に よっ て 埋没 し て いる こと か ら 、 か つて の 馬 乗 捨 川 と 思わ れる 。 

【E 地区 】 

南北 方 向 ( 溝 2・3) と それ に 切ら れ た 東西 方 向 に 走る 溝 1 を 確認 し た 。 溝 2 ・ 3 は 時 期 判 定 不可 能 

な 土師 質 土 宮 の 小片 が 出土 し て いる が 、 溝 1 から は 中 世 拓 恵 器 と 思わ れる 小片 が 出土 し て お り 、 溝 2・ 

3 も 中 世 以 降 と 思わ れる 。 溝 2 が 先行 する 。 

【F 地区 】 

越 良 池 の 前 面 の 谷中 央 に 設定 し た 調査 区 で ある 。 1 9 区 は 湧 水 が 著しく 、 砂 質 の 強い 土壌 堆積 で あ 

る 。 そ の た め 、 遺 構 も 明確 な も ら も の は な く 、 谷 中 央 に 向い た 溝 状 遺 構 が 多い 。 遺 物 は 包含 層 か ら 平 安 時 代 

と 思わ れる 須恵 器 片 が 数 点 出 土 し た 。15 区 の 溝 1 は 流水 が 認め られ 、 掘 削 時 も 湧 水 が 激しかっ た 。 和 須恵 

袖 小 片 が 出土 し て いる が 、 時 期 は 不明 で ある 。 

柱 列 1 は 北東 一 南西 方 向 で 3 間 の 柱 列 で ある 。 柱 列 2 は 北西 一 南東 方 向 で 2 間 で ある 。 柱 列 1 の 土 拠 

より 弥生 中 期 の 高 直 脚 部 が 出土 し て いる が 、 他 か ら の 出土 遺物 が な く 、 こ の 遺物 の み で 時 期 を 決定 する 

の は 大 険 で ある 。 柱 列 の 性 格 は 不明 で ある 。 

{ 

2 まとめ 

本 遺跡 は 馬 乗 捨 川 の 影響 を 強く 受け た 弥生 時 代 中 期 ・ 律 令 期 (平安 ?)・ 中 世 (13 世 紀 代 ) の 遺跡 で 

ある こと が わか っ た 。 

弥生 時 代 は 川 尾 や F 地区 も 生活 で きる 安定 し た 土壌 で は な いた め 、 南 に ある 緒 陵 付 近 を 生活 域 と し て 

いた よう で ある 。 本 事業 対象 地 の 西 側 で も 遺構 範囲 確認 調査 を 行っ て いる が 、 遺 構 は 確認 され て いな い 

こと か ら 、 小 規模 な 集落 で あっ た と 思わ れる 。 

弥生 土器 の 出土 量 に 比べ る と 、 石 鐵 18 点 、 石 雛 1 点 と 石器 類 の 出土 が 多い 。 ま た 、 費 文 時 代 の 可能 性 

の ある 石器 ( 石 鉄 1 点 ・ 櫻 型 石 問 よ う の も の ) も 出土 し て いる 。 

本 調査 地 の 東 に 汁 谷 窯 跡 が 立地 する こと か ら 窯 と の 関連 に 注意 し た が 、 同 時 期 の 須恵 器 片 が 包含 層 よ 

り 出 土 し た だ け で あっ た 。 お そら く 窯 跡 か ら 流 れ て きた 遺物 で あろ う 。 

世 は 遺構 ・ 遺 物 と も に 確認 し て いる が 、 性 格 不明 な 遺構 で あり 、 集 落 は 現在 の 集落 と ほぼ 重複 する 

と 思わ れる 。 ( 定 松 ) 



B 地 区 遺構 平面 図 ・ 出 土 遺物 

確認 調査 出土 石 着 3m 
平面 

C 地 区 遺構 平面 図 ・ 出 土 土 器 

D 地 区 遺構 平面 図
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こく ぶ 

35 国分 遺跡 一 10 次 調査 一 

所 在 地 三原 町 八木 新庄 字 稲 ケ 内 外 

事業 名 _ 基盤 整備 促進 事業 

調査 期間 平成 15 年 9 月 1 日 

平成 16 年 1 月 20 

調査 面積 1.242.35 起 

1 _ 調査 内 容 

本 調査 は 、 三 原町 八木 国分 地区 で 計画 され て いる 団体 営 賠 場 整 備 事業 に 伴う 本 発掘 調査 で ある 。 調 査 

は 、 排 水路 部 分 を 中 心 に AH 地区 の 調査 区 を 設け て 調査 を 進め て いっ た 。(P75 参 考 

調査 の 結果 、 事 業 対 象 地 内 に お いて 平安 時 代 前 半 か ら 近 世 の 遺 構 を 確認 し た 。 調査 区 幅 が 2 m 前 後 で 

ある た め 詳 細 は 把握 し が た い が 、C1114 区 に お いて 土 慕 と 思わ れる 遺構 を 6 基 確 認 し た 。 土 電 は 

平面 形 が 椿 円 形 を な し 、 規 模 は 長 辺 が 1.5 一 2 m、 短 辺 が 0.6 へ 1.1m、 深 さ が 検 出 面 より 0.250.36m を 

朋 す る 。 6 基 の 土 志 幕の内 5 基 は 13 一 14 区 に 集中 する が 切り 合い は な く 、 傾 き 等 に 規則 性 は 認め られ な 

\。 各 遺 構 か ら 出 土 し た 遺物 は 表 の 通り で 土師 器 ( 皿 ) と 古銭 ・ 金 属 製品 は 共通 する よう で ある 。 古 銭 

は 文字 が 判読 で きる も の は 寛永 通 害 ( 古 寛永 と 新 寛永 

通 紳 ・ 寛 氷 通 害 ( 鉄 銭 ) が 混在 ) の み で 構成 され る 。 

これ ら の 古銭 を 六道 銭 と 理解 すれ ば 、13 ( 募 2) か ら 

は 6 枚 以 上 の 銭 貨 が 出土 し て お り 、 複 数 埋葬 の 可能 性 

が 高い 。 土師 器 ( 皿 ) に は 衝 薬 は か か ら な い 。 これら 

の 出土 遺物 の 年 代 は 、 牧 野 ・ 町 西 遺 跡 ( 多 可 郡 中 町 所 

在 ) や 叶 堂 遺跡 ( 西 淡 町 松 帆 所 在 ) の 出土 遺物 

土塊 墓 出 土 遺物 を 参考 に すれ ば 、198 世 紀 後 半 頃 に 位置 付け で きよ う 。 

その 他 、 ド F 地区 は 柱 穴 状 の 遺構 が 主体 を な す が 、 現 段階 で は 建物 と し て 把握 で き て いな い 。 遺構 か ら 

は 上 瓦 器 や 土師 器 等 の 遺物 が 出土 し て お り 、 中 世 前 半 が 中 心 と な る 時 期 と 考え られ る 。 さ ら に は 、C57 区 

で は 東西 2 m の 円 形 の 大 型 の 土 撤 (318) を 確認 し た 。 遺構 か ら 土 師 器 ( 皿 ・ 鍋 ) や 瓦 器 が 出土 し て お 

り 、12 世 紀 末 13 世 紀 前 半 頃 に 位置 付け で きる 。 

pn 

2 まとめ 

本 調査 に より 、 平 安 時 代 一 近世 の 遺構 を 確認 し た 。 遺構 分 布 や 出土 遺物 か ら 、 東 に 隣接 する 国分 寺 が 

亡 退 し 、 周 辺 域 に 集落 が 序々 に 形成 され は じ め 、 中 世 前 半 に は 比較 的 まとまっ て 集落 が 形成 され 、 さ ら 

に は 江戸 時 代 後期 に は 大 半 が 生産 域 、 一 部 が 墓 域 に 利用 され た と こと が 推測 され る 。 (坂口 ) 
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36 西 ノ 開 地 遺 跡 ー 4 次 調査 一 

所 在 地 _ 南 溢 町 筒井 字 芋 尻 外 
事業 名 _ 経営 体育 成 基盤 整備 事業 
調査 主体 _ 南 淡 町 教育 委員 会 
調査 担当 谷口 楠 
種別 本 発掘 調 

調 

調査 期間 平成 16 年 1 月 6 日 2 月 9 日 

調査 面積 360.25 民 

1 _ 調査 内 容 

上 記 の 県 営 弄 場 整 備 事業 に 伴う 発掘 調査 で ある 。 埋 蔵 文化 財 確認 調 

て 影響 の 及ぶ 排水 路 と 画 場 面 の 本 発掘 調査 を する こと と な っ た 。 調査 区 

を AーC 地 区 に 分 け て 調査 を 行い 、A 地 区 で は 遺構 を 確認 で きず 、C] 

区 で は 中 世 以 降 の 溝 1 条 を 確認 し た 。 

【B 地区 】 

掘 立 柱 建 物 1 棟 ・ 溝 3 条 ・ 土 塊 数 基 を 検出 し た 。 幅 約 30am、 深 さ 約 15 

mm の SD02 か ら は 長 さ 3.8am、 最 大 幅 5 em の サ ヌ カ イト の 剥 感 が 出土 し 

た 。 SK01・02 と SD03 は 、 非 常に よく 締まっ た 黒褐色 粘 質 土 の 埋 士 で 

あっ た 。 SD03 か ら は サ ヌ カ イト 製 の 小型 の 石 鱗 が 出土 し た 。 風化 が 激 

し く 詳 し い 時 代 に つい て は 不明 で ある 。 こ れ ら の 遺構 か ら 他 に 出土 遺物 

は 無く 、 黒 褐色 粘 質 土 は 自然 堆積 し た 谷 部 分 か 落ち 込み で あっ た の で は 

な いか と 推測 され る 。 

同
 

2 まとめ 

今回 の 調査 に お いて 明確 な 時 代 を 示す こと は 困難 で あり 、 包 含 層 の 出 

土 遺物 か ら 全体 的 な 時 代 を 推測 する と 、 中 世 後 半 へ 近世 に か け て の も の 

と 考え られ る 。 今後 の 調査 に よっ て 遺跡 の 時 代 な ど を 明確 に し て いき た 

い 。 (谷口 ) 
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所 在 地 _ 南 淡 町 賀集 野田 字 上 久保 外 

事業 名 困 道 野田 牛 内 線 道 路 改 良 事業 

調査 主体 _ 南 淡 町 教育 委員 会 

担当 者 崎 裕司 

種 __ 別 _ 本 発掘 調査 

調査 期間 平成 16 年 2 月 2 日 3 月 16 日 

調 柄 oe 

1 _ 調査 内 容 

調査 地 は 三原 平野 南側 、 牛 内 川 の 左岸 約 100m に 位置 し 、 段 丘 直 下 の 低 平 な 地形 で ある 。 調 査 地 の 南 

約 500m に は 横穴 式 石 室 を 有する 野田 山 古 墳 、 南 約 200m に は 奈良 時 代 の 遺物 散布 地 の 野 田 遺 跡 が ある 。 

A 地 区 で は 中 世 と 古代 の 2 面 の 遺構 面 を 検出 し た 。 古代 の 遺構 面 で は 自然 の 谷 状 地 形 を 検出 し 、 埋 土 

か ら は 墨 色 土 器 、 底 部 ヘラ 切り の 須恵 器 挫 な ど が 出土 し 、 お お よそ 平安 時 代 頃 を 中 心 と し た 遺物 の 流れ 

込み が 見 られ た 。 中世 の 遺構 面 で は 2 棟 の 掘 立 柱 建 物 を 検出 し た 。 遺構 232 か ら は 193 世 紀 後 半 へ 14 世 紀 

前 半 頃 と 思わ れる 土師 器 皿 が 出土 し て いる 。 SB01 柱 穴 と 遺構 232 は 埋 士 か ら ほ ぼ 同 時 期 と 考え て いる 

が 、SB02 柱 穴 埋 士 と は 違い が あり 、 中 世 で も 時 期 差 が ある と 考え られ る 。 

B 地区 は A 地 区 の 南東 約 50m に 位置 する 。B 地区 で は 中 世 の 遺 構 面 を 検出 し 、4 棟 の 掘 立柱 建物 を 復 

元 す る こと が で きた 。 SB03・04 は と も に 2x メ 3 間 を 基本 と する 建物 で 、 周囲 を 1 間 分 の 底 が 取り 囲む 

構造 と 考え られ 、S B03 に つい て は 西側 に さら に も う 1 間 分 の 紅 が 付く 。S B04 柱 穴 の 遺構 43 か ら は 15 

16 世 紀 代 と 考え られ る 土師 器 皿 が 出土 し て いる 。S B03・04 は 建物 の 規模 ・ 構 造 が 似 て いる こと か ら 、 

前 後 し て 建て られ た 主 屋 の 可能 性 が 高い と 考え られ る 。 S B03・04・07 と A 地 区 の S B02 は 比較 的 方 位 

も 似 て お り 、 同 じ よ うな 時 期 に 建て られ た の で は な いか と 考え られ る 。 

これ ら の 掘 立 柱 建 物 の 周囲 で は 土師 器 皿 等 が 重なり あっ て 出土 し 、 何ら か の 祭祀 を 行っ た と 思わ れる 

遺構 44・80・164 を 検出 し て いる 。 遺構 44 出 土 土師 突 皿 は 後山 遺跡 SK 5 や 安国 寺跡 出土 三原 郡 埋蔵 

文化 財 発 掘 調査 年 報 T」2001) と 似 た よう な 法 量 ・ 形 態 で あり 、15~ へ 16 世 紀 代 と 考え られ る 。 

1 
」 
臣
 

/
/
 

2 まとめ 

A 地 区 の S B01 や 遺構 232 等 が 13 世 紀 後 半 14 世 紀 前 半 頃 、A 地 区 S B02、B 地 区 の SB03・04・07、 

遺構 44・80・164 等 が 15 へ 16 世 紀 頃 と 大 きく 2 時期 に 分 か れる 。 特筆 す べき 事 と し て は 、B 地 区 SBO04 

は 50.9 責 と 規模 が 大 きく 、 染 行 ・ 桁 行 と も に 後山 遺跡 S B04 と ほぼ 同 規 格 で ある 。 た だ し 後山 遺跡 と 違 

い 出 土 遺物 は 一 般 集 落 的 で 、 ど の よう な 階層 の 住居 な の か 判断 の 難し いと ころ で ある 。 今後 、A へ B 地 

区 間 で 本 発掘 調査 が 行わ れる の で 、 資 料 の 増加 を 待っ て 再度 報告 を 行う こと と し た い 。 

また 中 世 以 外 に も 、A 地 区 で は 平安 時 代 の 遺物 、B 地区 で は 弥生 時 代 後 終 末期 の 遺物 が 何 点 か 出土 

し て お り 、 周 辺 で これ まで 発見 され て いな い 時 代 の 遺物 が 出土 し て いる 。 賀集 野田 地区 周辺 の 歴史 的 環 

境 が 次 第 に 明らか に な りつ つ あ る こと 言え よう 。 (山崎 ) 
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・ 青 磁 碗 片 な ど が 出土 し た 。 調査 区 東南 隅 部 分 で は 、 耕 作 土 直下 より 地 山 まで 洪水 に よっ て 削 

だ 

調査 の 位置 

1 を 検出 し た 。 溝 1 は 南側 で は 黄 

型 地 割 の 残る 地域 で ある 。 周 知 の 

や 人 の 足跡 が 明瞭 に 検出 で きた 。 

・ 近 世 遣 物 が 出土 し た 。 近 年 まで 周辺 地区 は 大 

調査 区 内 全域 に 水田 跡 は 広がっ て お り 、 そ の 上 部 に 洪水 

も し く は 南北 方 向 に むい て 何 度 も 行き 来 し て いた 。 お そ 

っ て 、 田 面 を 歩い た 半 

西 

O 

この 洪水 砂 に よ 

東 

く 田 の 区 画 内 で の 作業 の 方 向 に よる の で あろ う 。 旧 耕作 土 中 か ら は 13 世 紀 後 半 と 思わ れる 和 須 

師 質 土器 

原平 野 西部 に 位置 する 標高 10m 前 後 の 田 園地 帯 で あり 、100m 

代 の 土地 区 画 制 度 で ある 条 

遺跡 と し て は 大 日 川 を 挟ん だ 約 500m 西 に 石 ケ 坪 遺 跡 (古代 ) が 確認 され て いる が 、 こ の 他 は 埋蔵 文化 

財 調査 が あま り 実 施さ れ て いな い 地 域 で ある た め 不 明 で ある 。 

り 東 西 に 分 け て 調査 を 行っ た が 、 区 別 せ ず 記 述 す る 。 

| 画 

0 

印 候 な どか ら 、 こ れ ら の 遺構 が 官 衛 (役所 ) 遺構 で ある こと が わか っ 

ら ず 、 

VN 

5 ミミ 

っ て お 

し た 中 脚 円 

(遊水 池 設 置 ) 

調査 主体 _ 南 淡 町 教育 委員 会 

特定 環境 保全 公共 下水 道 

山崎 裕司 ・ 的 崎 葵 

本 発掘 調査 

]] ざ BE 

CO 

別 

調査 期間 _ 平成 16 年 5 月 17 日 へ 10 月 3 日 

調査 面積 

調査 内 容 
本 調査 地 は 淡路 島 最 大 の 平野 で ある 

西側 を 大 日 川 が 北 流 する 。 こ の 周辺 は 

本 調査 地 の 北 接地 で 特定 環境 保全 公共 下水 道 (賀集 処理 区 終末 処理 場 建設 ) 事業 に 伴い 平成 1415 自 

度 に 本 発掘 調査 を 行い 、 嫁 ヶ 渕 遺跡 が 弥生 時 代 前 中 期 ・ 奈 良 時 代 前 期 ・ 平 安 時 代 前 期 の 遺跡 で ある こ 

今回 その 南 で 遊水 地 設 置 事 業 が 行わ れる こと に な り 、 確 認 調 査 を 行っ た 結果 、 中 世 の 水 田 跡 と 時 期 不 

明 の 小 溝 を 確認 し た 。 事 業 実 施 に より 遺構 が 破壊 され る た め 、 関 係 機関 と 協議 を 行い 記録 保存 する こと 

と な っ た 

中 世 了 水田 跡 の 下層 より 、 調 査 区 中 央 を 東西 に 走る 幅 5 mm 弱 を 測る * 

耕作 土 下 約 40m で 中 世 の 水 田 跡 を 検出 し た 

排出 土 置き 場 の 関係 で 6 区 中 央 付近 

砂 (黒褐色 細 砂 ) が 堆積 する 。 

ら 

1 

と が わか っ た 。 特 に 奈良 時 代 の 遺構 は 大 きく 2 時期 に 分 けら れる 掘 立柱 建物 を 15 棟 確認 し 、 そ の 規模 ・ 

規格 ・ 配 置 ・ 方 向 と 出 

た 。 ま た 、 国 府 が 機能 する 以前 で あり な が ら も 国司 が 使用 する 中 脚 円 面 如 が 出土 し た こと か ら 、 

衝 の 一 部 で ある と 同時 に 国府 的 機能 を も 果たし て いた こと が わか っ た 。 

の 汽 菩 に 悩ま され て いた らし く 、 こ の 洪水 砂 も 近世 の 池 潤 に よる も の で あろ う 。 

れ て お り 、 洪 水 砂 よ り 皇 宋 通 綿 (1088 年 初 鋳 ) や 中 

貢
 
弘
 

坂
 

7
 

て
 
た
 

口
 

KK 

h
i
 
中
 T 
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所 在 地 _ 南 淡 町 賀集 立川 瀬 字 嫁 ヶ 渕 

事業 名 

足跡 は 部 分 的 で 全域 に は 広 が 



巴 系 粘土 で 、 北 側 で は 黒褐色 微 砂 質 シル ト で 検出 し た 。 深 さ は 0.91.2m を 測り 、 西 流す る 。 遺物 は 東 

部 で は 最 下 層 の 礎 層 よ り 和 須恵 突 語 が 数 点 出 土 し て いた だ け だ っ た が 、 西 部 で は 11 世 紀 代 の 和泉 型 瓦 器 塊 

や 底部 回 転 ヘ ラ 切 り の 土師 器 灯 明 皿 な ど が 多く 出土 し た 。 また 、93 区 最 下 層 付 近 か ら は 幅 3 mm 長 さ 21.8 

屋 さ 0.6m の 板 状 木 製品 が 出土 し 、 半 分 に 割れ て 墨 痕 が は ほとん ど 残 っ て いな いた め 内 容 は 不明 で ある 

が 赤外線 に よっ て 木簡 と 確認 され た 。 お そら く 呪 符 と 思わ れる 。 溝 1 か ら は 樹木 の 根 や 貝殻 な どの 自然 

遺物 も 出土 し た 。 

潜 3 は わずか な が ら に 溝 1 を 切っ て いる こと か ら 溝 1 が 先行 する が 、 す べ て 埋没 し て し まう 前 に 一 時 

期 併 存 し て いた と 思わ れる 。 

溝 1 北側 の 黒褐色 微 砂 質 シル ト の 下層 より 西 流 する 弥生 時 代 前 中 期初 頭 の 幅 5 m 弱 を 測る 溝 5 を 検 

出し た 。 こ の 潮 は 溝 1 ユ より も か な り 蛇 行 し て お り 、7ー へ 9 区 で は 溜まり 状 に な り 多 量 の 木 が 出土 し た 。 

明 下 層 の 巡 層 より 多量 の 弥生 時 代 I 様式 末 一 様式 初頭 の 土器 と 木製 農耕 具 や 加工 疹 の ある 木製 品 が 出 

土 し た 。 弥 生 土器 は 獲 が 多く 、 体 部 下 半 ヘ ラ 削 りや 結晶 片岩 片 を 含ん だ 胎土 で ある 紀伊 も し く は 阿波 産 

と 見 られ る 土器 も 出土 し て いる 。 ま た 、 口 縁 が 外 反 する いわ ゆる 多 意 形 口 縁 の 宅 は 少な く 、 体 部 上 端 外 

側 に 粘土 紐 を 張り 付け 摘み 出し た 逆 字 状 口 縁 の も の が 非常 に 多い 。 沈 線 は 全く 施さ れ て いな いも の も 

ある が 、10 条 前 後 の 多 条 沈 線 と な り 、 ヘ へ ヘラ 描 と いう より は くし 状 工 具 に よる 沈 線 と な っ て いる 。 サ ヌカ 

イト 製 の 石 鉄 や 局 平 片刃 石 准 ・ 刃 先 に 使用 痕 が 認め られ る 太 型 輸 刃 石 益 ・ 叩 き 石 な ども 出土 し た 。 

溝 6 は 溝 5 に 流れ 込む 溝 で ある 。 溝 9 は 溝 7 に つなが り 、 溝 5 に 流れ 込む 溝 で ある 。 幅 と 比較 し て も 

か な り 深 く 70ー80cm を 測る 。 サ ヌカ イト 製 の 石 鱗 が 多く 出土 し た 。 底 が 浅く な っ た と ころ に 杭 が 2 本 打 

ち 込 まれ て お り 、 水 を 考 き 止め て いた よう で ある 。 溝 10 は 溝 1 に 切ら れる が 、 こ れ も 溝 5 に 流れ 込む 。 

2 まとめ 

本 調査 で は 、 弥 生 時 代 1 エー 様式 と 古代 ・ 中 世 の 遺 構 を 確認 し た 。 

中 世 了 水田 跡 で は 畔 や 水路 な ど 農 地 遺 構 は 確認 で き な か っ た が 、 当 地 が 古く か ら 農 耕地 帯 で ある こと が 

わか っ た 。 

弥生 時 代 の 溝 5 は 土器 や 自然 遺物 が 多く 自然 流 路 と 考え られ る 。 古 代 の 溝 1 は 直線 的 な 流れ で あり 流 

木 な どの 通行 の 妨げ に な る よう な も の は ほとん ど な い 上 、 一 度 掘 り 直 され て お り 、 管 理 さ れ て いた 人 工 

流 路 と いっ た 印象 を 受け る 。 ま た 、 溝 1 の 10 区 溜まり 状 の 膨らみ の 南側 で 溝 床 面 が 40em ほ ど 上 が る 。 こ 

の 高まり の た め に 水流 は 一 部 北 に 流れ ざる を 得 ず 、 こ の よう な 状況 は 他 に は 見 られ ず 、 溜 まり 状 の 膨 ら 

み は な ん ら か の 機能 を 果たし て いた と 考え られ る 。 

溝 5 か ら は 紀伊 も し く は 阿波 産 の 土器 や 播磨 の 様相 を 持っ 逆 字 状 口 縁 獲 な ど が 出土 し 、 海 を 越え て 

の 流通 が 広く 行わ れ て いた こと が わか る 。 ま た 、 少量 で ある が 甘 期 の 土器 片 (流水 文 ) も 出土 し て お り 、 

周辺 に 弥生 前 期末 中 期初 頭 の 集落 や 水田 跡 が 埋蔵 され て いる こと は 確実 で ある 。 ( 定 松 ) 
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調査 区 設定 図 

No. 8 調査 区 出土 遺物 実測 図



ね き 

痛い しい 、 当 族 忠 一 2 次 調査 

江 岩国 泣 呈 江 流 財 ト 財 埋 し お 
事 業 名 味 障 調理 江 作 昌江 
調査 主体 _ 南 溢 町 教育 委員 会 
担当 者 谷口 横 ・ 坂 口 弘 責 
種別 本 発掘 調査 
調査 期間 平成 16 年 8 月 12 日 へ 12 月 24 

調査 面積 約 755 可 

1 調査 内 容 
調査 地 は 、 大 日 川 の 最上 流 右岸 域 に 立地 し 、 生 子 地 区 を 流れ る 幾つ か の 小 規模 な 河川 が 作り 出し た 明 

瞭 な 河岸 段丘 上 に 位置 し 、 標 高 77.8m を 測る 。 

遺構 は 南側 半分 で 比較 的 まとまっ て 検出 し た 。 遺構 面 は 表土 か ら 約 15emm 下 げた 黄色 系 粘 細 砂 質 土 を ベー 

ス に し 、 遺 構 は そこ か ら 掘 り 込 まれ て いる 。 長 さ 約 1.2m、 幅 約 0.7m の 椿 円 形 落 ち 込 み 状 の 土 撤 (SK 

01) か ら は 、 弥 生 時 代 終末 期 の も の と 考え られ る 高 ・ 鉢 ・ 者 など (1・4・6・7) が 出土 し て いる 。 



長 さ 約 6.0m、 幅 約 2.5m の 大 型 土 撤 を 調査 区 中 

央 に お いて 2 基 (S K02・03)、 調 査 区 南端 に お 

いて 1 基 (SK04) 検出 し た 。 そ の 埋 士 は 黒 ・ 褐 

灰色 系 粘 砂 質 土 で あり 、3 基 と も 同じ よう な 土壌 

堆積 を し て いる 。 深 さ は 約 20am を 測り 、 炭 化物 を 

多く 含む が 焼 土 は 確認 で き な か っ た 。 出土 遺 物 は 

の 

じ 

か な り 小 片 な 土器 が 数 点 出 土 し て いる 。 こ れ ら 

土器 は 、S K01 か ら 出 土 し た 弥生 土器 と ほぼ ば 同 

よう な 形態 を し て お り 、 時 期 も 同じ も の と 考え ら 

れる 。 SK01 遺物 出土 状況 ( 南 よ り ) 

2 まとめ 

今回 の 調査 で 本 遺跡 を 特徴 付け る も の は 、SK01 か ら 少 な いな が ら も 出土 し た 弥生 土器 で ある 。 こ れ 

ら は 弥生 時 代 終 未 期 の ね も の と 考え られ 、 こ の 時 期 の 鉢 や 栗 に み ら れ る 外面 調整 技法 の タタ キ が 出土 し た 

も の に は あま り 見 られ ず 、 胎 土 も 砂粒 が は ほとん ど 含 まれ て いな いこ と な ど 、 こ の 地域 独特 の も の と 考え 

られ る 。 出土 し た 弥生 土器 の 刀 種 は 煮沸 や 貯蔵 に 使用 され た 獲 ・ 志 に 比べ 、 供 膳 や 祭祀 に 用 いら れ た 高 

直 ・ 鉢 の 出土 が 比較 的 多かっ た が 、 そ れ は ほど 出土 数 は 多く な く 、 祭 祀 に 使用 され て いた と まで は 断定 で 

き な い 。 調査 範 囲 の 制約 か ら 住 居 等 の 確認 は で き な か っ た が 、 集 落 の 中 で も 特異 な 場所 で あっ た の で は 

な いか こと 考え られ る 。 し か も 、 土 器 様式 の 検討 か ら 弥 生 時 代 終末 期 の 短期 間 し か 存続 し て いな か っ た も 

の と 想定 で きる 。 

この よう に 、 こ の 遺跡 周辺 に は 弥生 時 代 終 未 期 の 集落 が 存在 し て いた も の と 考え られ 、 今 まで 歴史 的 

文化 財 の 発見 が 少な か っ た 生子 地区 に お いて 、 弥 生 時 代 か ら 人 々  が 生活 し て いた こと が わか る な ど 、 三 

原 郡 内 に お ける 弥生 時 代 の 集 沙 動態 を 垣間見 る こと が で きた の で は な いか と 思わ れる 。 

(谷口 ) 

ツー 民 肖 
7 の へ 、、 6 

\ 半 ププ 

生 , / 

出土 土器 実測 図 (S 三 1/ 4 
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馬 乗 捨 川 上 流域 の 

出さ れ て お り 、 弥 生 時 代 中 期 に 馬 乗 捨 川沿 い に 集 落 が 展 

開 し て いっ た と 考え られ る 。 

2 

居 が 検 豆 米 遺跡 で も 同時 期 の 堅 公 月 

包含 層 か ら の 出土 遺物 に は 、 中 世 の 軒 平 紋 (4・5 う 
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43 加治 館 跡 一 1 次 調査 

所 在 地 _ 緑町 俊文 庄 田 字 道 ノ 下 外 

事業 名 __ 町 道 圧 田中 道 線 道路 改良 事業 

調査 主体 _ 緑町 教育 委員 会 

担当 者 __ 的 崎 薫 

種別 _ 確認 調査 

調査 期間 平成 16 年 11 月 10 日 

調査 面積 8 (2 ヶ所) 

1 _ 調査 内 容 

調査 地 は 安住 寺川 の 左岸 に あたり 、 周 知 の 遺跡 で ある 加治 館 近 辺 に 位置 する 。 周辺 に は 船越 館 跡 ( 圧 

| 城跡) な ど 多 く の 遺 跡 が 点 在 し て いる 。 加治 氏 は 中 世に 合 文 圧 の 地頭 で あっ た 船越 民 の 家臣 で あり 、 

南北 朝 頃 に 来 淡 し た と 考え られ て いる 。1507 年 に 船越 定 氏 の 没後 、 遺 族 が 阿波 の 家 領 へ 退く の に 際 し て 、 

半田 城 の 城 代 家老 と な っ て 城 を 管理 し て いた 。 そ の 間 に 全 文 八幡 宮 の 改 築 を し 、 平 等 寺 に 木造 楽師 如来 

箇 (県 重要 文化 財 ) や 康 和 大 般若 経 を 寄進 し た と いわ れ て いる 。 

上 記事 業 に 伴っ て 分 布 調査 を 行っ た 結果 、 多 く の 遺 物 を 採集 し た 。 調査 は 、 既 存 道 路 拡幅 工事 で ある 

た め 調 査 区 の 設定 に 限り が あり 、 2 ヶ所 と な っ た 。 天保 5 (1834) 年 に 描か れ た 「『 圧 田 分 間 絵 図 』 に お 

いて 、 そ の 当時 館 跡 は 庄屋 と な っ て いる が 、 現 在 ま で その 地形 に ほとん ど 変 化 が 見 られ な いこ と か ら 、 

調査 区 は 館 跡 の 南端 (No.1) と 道 部 分 (No.2) に あたる と 推測 され る 。 

No. 1 は 、 表 土 直 下 か ら 相 砂 と 粘 質 砂 な ど が 厚く 堆積 し て いる こと か ら 、 安 住 寺 川 の 渦 潤 原 で あっ た 

と 思わ れる 。No. 2 も 川 の 影響 は 受け て いる が 、 や や 安定 し た 層 か ら 弥 生 時 代 後期 の 土器 后 が 数 点 出土 

し た 。 し か し 遺構 は 確認 で 

き な か っ た 。 

2 まとめ 

今回 の 確認 調査 で 中 世 の 

加治 館 、 も し く は 江戸 時 代 

の 庄屋 に 関連 する 遺構 ・ 遺 

物 は 確認 され な か っ た 。 調 

人 査 地 は 安住 寺川 の 渦 菩 原 で 

あり 、 お そら く 調 査 地 の 北 

東 に 加治 館 跡 が 広がっ て い 

る と 思わ れる 。 ま た 、No. 

2 で は 弥生 後期 の 単純 包含 

層 を 確認 し た こと か ら 周 辺 

に 弥生 時 代 の 遺跡 が 存在 す 

る 可能 性 が ある 。 (的 崎 ) 
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阿 万 平野 部 の 南東 端 、 北 西 に 向かっ て 緩やか に 傾斜 する 微 高地 上 に 立地 する 。 
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土 鐘 (1 

寺 代 の 遺物 が 少量 出土 し て いる 。 

し 、 潮 や 自然 流 路 が 多く 検出 され た 。A 地 区 遺構 18 か ら は 有 * 

2) が 出土 し て いる 。 B 地区 西側 の 包含 層 か ら 小 型 丸 底 土 器 (3 )、 確 認 

ーー A・B 地 区 共に 会 筋 に 位 

が 、 遺 構 6 から は 雪 B 蓋 片 

調査 区 周辺 か ら は 4 一 8 が 出土 し て いる 。 お よそ 古墳 へ 奈 

まとめ 

出土 遺物 は 流れ 込み の 小 語 が ほとん ど で 、 古墳 へ 奈良 時 代 の 遺跡 周縁 部 と 考え られ る 。 

2 

(山崎 ) 

10M 

10cm 

A 地 区 遺構 平面 図 出土 遺物 

10cm 

B 地 区 遺構 平面 図 出土 遺物
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料 紹 介 疹 
兆 第 3 章 

浦 壁 出土 勾玉 (個人 蔵 ) 
じん だ いう ら か べ 

1 う 

味 原 で 山林 を 

開 唆 し て みか ん を 植樹 し た 後 、 耳 に さら され た 表土 
本 資料 は 昭和 20 年 示 に 神代 浦 壁 字 
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勾玉 は 長 さ 5.2m、 頭 部 幅 2.1em を 測る 。 表 面 に 数 

で ある 。 暗 緑 灰 色 で 蛇 紋 ン 
\ 

採集 地点 位置 図 

ヶ所 の 欠損 が ある が 、 完 

岩 製 と 思わ れる 。 丁寧 な 作り が な され て お り 、 表 面 

は 滑ら か で ある 。 

2003 年 度 に この 地区 で 賠 場 整備 が 実施 され る こと に な り 、 埋 蔵 文化 財 確 認 調査 を 行っ た 。 三 原川 の 河 

を し て 造成 され て お り 、 こ の 勾玉 に 伴う 遺構 ・ 遺 物 は 確認 で き な 

松 ) 

岸 段 丘 縁 辺 に あたる た め 急 斜面 に 客 

か っ た 。 

本 資料 は 古墳 時 代 の 遺物 と 推測 され る が 、 採 集 地 点 付近 で は 古墳 は 確認 され て お ら ず 集落 も 未確認 で 
だ ( ある 。 

邑 作 、 教育 委 三原 『 み は ら の 文化 』1992 参考 文献 

ー 100 一
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